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　　●電話・Fax・メール・葉書にてお願いいたします。

　　　　　Tel. ０３（３２１９）２０２７

　　　　　Fax. ０３（３２１９）２０２６

　　　　　ﾒｰﾙ：info@hanga-do.com

　　　　　〒 101-0051　東京都千代田区神田神保町 1-12　雅樂川ビル 1F

　　●送料は実費を頂戴いたします。

　　●ご送金は下記口座にお振込みください。

　　　　　①三井住友銀行　神田支店（普通）１０６４０９３

　　　　　　　　　　　　　口座名　有限会社  版画堂

　　　　　②郵便振替　００１８０－６－４１４８１２　版画堂

営業日　月～土（日・祝祭日休業）10:00am ～ 6:30pm

 http://www.hanga-do.com/

ご注文の方法

D　「スペインの騎士が馬に
やられた後で牡牛を殺す」
『闘牛技』9より　1815-19年作
（ステート不明）　20×31　銅版
20,000

E　「結婚の妄」　
『妄』7より　
1820-28年作（ステート
不明）　21.5×32.5　
銅版　マージン少断ち
マージン少シミ　
少ヤケ　
裏面右辺に紙テープ跡
30,000

A　「そうして彼の家が焼ける」
『気まぐれ』18より　1793-1807年作
（ステート不明）　18×12　
銅版　少ヤケとシミ
15,000

C　「死ぬまでは」　� 20,000
『気まぐれ』55より　1793-1807年作
（ステート不明）　18×12.5　
銅版　マージン少ヤケ　裏面少ヤケ

B　「何と有難いお説教」 20,000
『気まぐれ』53より　1793-1807年作
（ステート不明）�19.4×13.5　銅版　
マージン少シミ　少ヤケ　
裏面少ヤケ

A ～ E　フランシスコ・デ・ゴヤ



1 ｜

外　国

4　エドガー・バーンジョーンズ「水車場」� 130,000
24×53　銅版　エミール・シュルピス（1859-1943年）刻　
シュルピスのサイン　羊皮紙　マットヤケ　少シミ　裏面少ヤケ
上辺紙テープ跡

2　ピエール・ボナール�
「作品」　12×16.5（紙寸）　
サイン無　鉛筆デッサン　
紙面左下角に「34」の記載
裏面「顔」のデッサン有
250,000

3　ピエール・ボナール「谷川沿いの木」　　� 350,000
1918年頃　16.9×11　青インクによるペン画　但しインク褪色
Alfred Ayrtonコレクションカタログ『Bonnard』に文章のみ
記載裏面出品歴シール有

（表面） （裏面）

1　ジャン・フランソワ・ミレー
「仕事に出かける人」
1863年（第7ステートか?）
38.4×30.5　エッチング
四角を台紙に貼付　全体に少ヤケ
紙面の左右を5ミリ程トリミング
800,000

※1862年サンスィエが組織した「十人会」　
のために制作された作品
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外　国

8　サミュエル・ロジャース　Ⅰ『詩集』／Ⅱ『イタリー』　（2冊）� 40,000
1834年／ 1835年　ロンドン　判型20×14.5　Ⅰ『詩集』（英文296頁　少ヤケ・シミ）／Ⅱ『イタリー』（英文295頁　少ヤケ・シミ・
汚れ）　ターナーとストサードの銅版挿絵多数　モロッコ装　三方金

10　J・W・ターナー挿画『フランスの河』� 30,000
1853年　ロンドン刊　判型26.5×18.5　英文336頁　ターナーの銅版画
挿絵61図　装幀少汚れと褪色　製本少傷み　本文少ヤケとシミ

9　サミュエル・ロジャース詩集『イタリー』　�15,000
1838年　モクソン版（ロンドン）　判型29×21　
ターナーとストサードの銅版55図（ヤケとシミ多）　
モロッコ装　表紙・裏表紙少スレ

5　アントニオ・コレッジオ画
ジョバンニ・バチスタ・バラ素描
「聖母の昇天」（1526-30年頃）　
1697年　ボナペリ刻　34×28　
画面は2枚貼り合わせ　全体に少ヤケ
10,000

7　ジャック・カロ「作品」� 25,000
1629年作（ステート不明）　12.5×23　銅版　
マージン断ち　裏打　少シミ

6　ジョン・アンダーソン
「夜の湖水風景」（仮）　
1890年　41×30　サイン
水彩　画面少ヤケ　
中央に1 ヶ所汚れ　裏面ヤケ　
テープ跡　
35,000

11　ウィリアム・ブレイク
『小品木版画集』
1902年　THE  UNICORN  
PRESS  LIMITED（ロンドン）
判型29×23　バージル『田園詩』
に使用の木口木版挿絵17図を含む
ファクシミリ版18図
表紙・裏表紙・扉・本文は少シミ
と少ヤケ
15,000
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外　国

14　エドガー・ドガ��挿画本　モーパッサン『メゾン・テリエ』
1934年　限305　仏文65頁　判型33.2×26.5　木口木版によるカット16図と
ドガのオリジナル原画を職人エッチャーの手で銅版画（フオトグラビュール）
にしたスウィート版19図入　保存良好
200,000

13　『GENIVS』1919年版・1920年版（2冊）�����130,000
KURT  WOLFF  VERLAG刊　ミュンヘン　判型34.5×26　
1919年版（独文319頁　ロットルフ・シーバルト・ガスパー・
マルク・ナウエン・エパーの版画）／ 1920年版（独文332頁　
マセツール他木版カットとへットル・エルリック・マセツール・
ルベールの版画）　表紙と製本少傷み

12　
エドガー・バーンジョーンズ
『創世記』のための25の挿絵�
1903年　LONGMANS.GREEN

（ロンドン）　判型30×22.5　
ファクシミリ版25図
表紙・裏表紙に少ヤケと汚れ
15,000

15　マイヨール�挿画本　ロンブス『ダフニスとクロエ』（レギュラー版1冊とスウィート版2組）　　　　　�180,000
1937年　限500　判型21.5×14　フィリップ・ゴナン版（リヨン）　マイヨールの木版挿絵合わせて138点　
・レギュラー版（仏文221頁　オリジナル木版挿画46点（表紙絵含）　巻末にマイヨールの直筆鉛筆サイン）　
・スウィート版（墨刷46点とセピア刷46点　2組）
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外　国

16　クリフトン・カーフ� 35,000
「EIGAMURA」　1983年　30.5×40.7　限150
サイン　木版　全体にシミ

19　クリフトン・カーフ
「NIOMON」　1978年　17×17　
限100　サイン　木版　
少マットヤケ　
マージンに少インクジミ　
裏面少ヤケ　上下辺に紙テープ
10,000

18　クリフトン・カーフ
「SPRING」　1974年　15×15.4　
限80　サイン　木版　
縦に折り目多　裏面少ヤケ
7,000

17　クリフトン・カーフ
「LOAD�PARKER」　1968年　
36×25　限50　サイン　木版
マージンヤケ　裏面ヤケ　
四辺に保護テープ跡
25,000

20　フリード・レンダー� 30,000
「座る女」　1956年　56×49　サイン　
銅版　紙面全体にシミ多　少ヤケ　
裏面上辺と左辺に紙テープ跡

21　ポール・ヴンダーリッヒ
『リトグラフ集　Ⅰ』より
1985年　51×41.7　限100　サイン　
少シミ　少ヤケ　裏面少汚れ
15,000

22　ポール・ヴンダーリッヒ
『リトグラフ集　Ⅰ』より　
1985年　64.5×50　限100　サイン　
少シミ　裏面シミ
20,000

23　ポール・ヴンダーリッヒ
『リトグラフ集　Ⅰ』より
1985年　50.5×41.7　限100　サイン　
マージン少シミ　裏面少シミ
15,000

24　ポール・ヴンダーリッヒ
『リトグラフ集　Ⅰ』より　
1985年　64.5×50　限100　サイン　
少シミ　裏面シミ
20,000
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外　国

25　カール・コーラップ� 25,000
「作品」　1977年　47×57　限180　サイン　
少ヤケ　シルクスクリーン　
裏面上辺に紙テープ跡

26　カール・コーラップ
「作品」　1985年　25.7×25.5
限150　サイン　銅版　
画面近くのマージンに汚れ多
5,000

27　カール・コーラップ
「作品」　1992年　30.5×26.8　
限100　サイン　銅版
15,000

28　カール・コーラップ『DER��MANN��OHNE��SCHNURRBART』� 70,000
1972年　Galerie Ariadne（ケルン）刊　判型50.5×40　限100　銅版　本文挿画6点とスウィート版6点（各
サイン）　少ヤケ　タトウ少汚れ

29　エドヴァルド・ムンク
「リトグラフ　ポスター」　
73×61（紙寸） 　少ヤケ　
マージン少ヤケ　汚れ　切れ
4,000

30　エドヴァルド・ムンク
「リトグラフ　ポスター」　
51×73（紙寸）
3,000　

31　マリー・ローランサン
「踊り子たち」（仮）
34×43　リトグラフ　ルーブル版
マージン少シミ　汚れ
8,000

32　ホルスト・ヤンセン
「作品」　1985年　7×18.5　限60
サイン　銅版
7,000　
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33　畦地梅太郎「裏石鎚山」� 200,000
昭和15年　30×44.5　木版　自摺　裏面左辺下に「畦地梅太郎」の印　
裏面マージン少シミ　テープ跡

35　畦地梅太郎� 35,000
「親子」　1980年　38.7×28.7　
限150　サイン　木版　
マージン少シミ　少ヤケ

38　荒井龍男「花園」� 130,000
1952年　油彩6号（32×41）　キャンバス　サイン　
画面汚れ修復　裏面少汚れ

40　有馬さとえ� 15,000
「上海、キャセイホテルの窓より」
昭和18年3月　25×18.5　サイン
パステル

39　有馬さとえ　　　�� 15,000
「春の花束」　17×23　サイン　
水彩　少ヤケ

34　畦地梅太郎「別れ」　� 100,000
1956年　59×40.5　AP　サイン　木版
マージン下辺に弱い折れ

36　畦地梅太郎� 70,000
「ものの気配」　1975年
50×37.5　限150　サイン　木版
マージン下部に僅かシミと
右辺下にシワ

37　畦地梅太郎� 50,000
「家族」　1978年　38.7×29　
限150　サイン　木版
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41　池田満寿夫「海辺の夜」� 35,000
1975年　30×40　限75　サイン　銅版　マットヤケ
マージン汚れ　裏面板ヤケ

42　池田満寿夫�
「結婚・習作」　
1964年作（1969年刷）
6×4.5　限32　サイン　
銅版　少マットヤケ
額装マット左部に水ジミ
裏面少ヤケ
10,000

43　石井鶴三「高原」� 10,000
大正13（1924）年　19.5×28　印　木版　
第6回日本創作版画協会展出品作　全体にヤケとシミ
折れジワ　裏面上辺両角にテープ剝跡

44　石川寅治「薔薇」　　　　　　　　　　　　150,000
油彩8号（38×45.5）　キャンバス　サイン　画面中央に少縮み

46　泉　一� 20,000
「肉筆デッサン　8点組」
1923年-26年頃　
鉛筆画3点と水彩5点
5点にサイン／ 3点サイン
無33×45.5，32.5×26.5，
18×25.5，16×20，
16×12.5他　

45　泉　茂�『エッチング集』第三
1955年　判型39.5×27　限40　サイン　
銅版8点　マージン少シミと少ヤケ　
上辺に汚れ　元タトウ少汚れ
40,000

47　井堂雅夫　� 15,000
京都百景「峰定寺」　19.5×30　印　木版
歓栄堂版
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48　稲垣知雄� 40,000
「猫の熱情」　1971年　52.8×41　
サイン　木版　少ヤケ　
裏面上部に紙テープ跡

49　稲垣知雄� 4,000
「雪霽れ」�『HANGA』14号より
昭和3（1928）年　12.5×16　　
木版　マージン上辺汚れ　
作品を台紙に貼付

50　内田　巌「風景」� 50,000
油彩10号（33.5×53）　キャンバス　サイン　
画面上部に弱い折れ　割れ

51　井野英二� 20,000
「秋の東大パサージュ」　
19.5×27　限50　サイン　木版

52　井野英二� 20,000
「晩秋の東大キャンパス」　
19.5×27　限50　サイン　木版

53　井野英二� 20,000
「夜の浅草駅前」　
19.5×27　限50　サイン　木版

54　宇田川民生� 4,000
「感謝」　
2017年　14.4×20.5（紙寸）　限30
サイン　木版

55　宇田川民生　� 4,000
「7　over　3」　
2017年　14.4×20.5（紙寸）　限30
サイン　木版

56　宇田川民生　� 4,000
「夏盛り」　
2017年　14.4×20.5（紙寸）　限30
サイン　木版

58　宇田川民生　
「半夏生の頃」
2017年　20.5×14.4（紙寸）
限30　サイン　木版
4,000

57　宇田川民生　
「赤道回帰線」
2017年　20.5×14.4（紙寸）
限30　サイン　木版
4,000

59　宇田川民生
「芭蕉・奥の細道　六
（啄木も）」　2017年
14.6×10.2　限30　
サイン　木版
3,500

60　宇田川民生
「芭蕉・奥の細道　七
（田一枚）」　2017年　
14.6×10.2　限30　
サイン　木版
3,500

61　宇田川民生
「芭蕉・奥の細道　八
（卯の花を）」　2017年　
14.6×10.2　限30　
サイン　木版
3,500



9 ｜

う・え

62　梅原龍三郎� 7,000
「作品」　21.5×16　木版　
全体に少マットヤケ

63　海野光弘� 60,000
「雨の与那国」　1975年　53.5×37.8　
限100　サイン　木版　少ヤケ　
マージン左右辺中央下に白いインク跡

64　瑛　九「小さな赤」� 70,000
1958年　33×19　限15　スタンプサイン
リトグラフ　マットヤケ

65　瑛　九「飛ぶ」　 90,000
1957年　38×26　限50　サイン　
リトグラフ　少マットヤケ

66　瑛　九「流れるかげ」　 100,000
1958年　35×22　限10　サイン　
リトグラフ　少マットヤケ

67　
瑛　九
「舞台のピエロ」
1957年　52×40　
スタンプ印　
リトグラフ　
マットヤケと
裏面ヤケ
135,000

68　
瑛　九
「テーブルの上」
1957年　37×22　
限15　サイン　
リトグラフ　
マージンは
マットヤケと
テープ跡　
裏面少ヤケ
110,000
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69　瑛　九「狩」� 230,000
1957年　38.5×53　EA　サイン　リトグラフ　少ヤケ　ヤケ修復　裏面少ヤケ

70　大野隆司『おんなのかお　10葉』� 35,000
2016年　判型24×20　サイン　水彩13葉（扉・奥付含）

71　大野隆司�木版画集『犯罪体影』� 25,000
1983年　判型35.5×25　限10　サイン　木版9図（表紙・奥付を含）　表紙・裏表紙（僅かにヤケ・
汚れ・角に折れ）　版画を台紙に貼付した紙テープがヤケ　版画は良好

72　大野隆司�木版画集『月夜の幻想』� 30,000
1983年　判型35.5×25　限10　サイン　木版15図（奥付を含）　表紙・裏表紙（少ヤケ・少折れ　
上辺の綴じ部分切れ・傷み）　版画は一部にヤケ
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73　大谷光端『呉山楚水』より28図　
1921年　金尾文淵堂　木版全40図の内28図
18.5×28　11.5×30.2他　
天地や左右のマージンに断ち
45,000

74　大野麦風「マゴヒ」� 25,000
『大日本魚類画集』より　昭和13（1938）年　西宮書院　
27×39.5　木版　全体に少ヤケ　台紙ヤケ　元タトウ汚れ　傷み

75　大野麦風「ヒゴヒ」� 30,000
『大日本魚類画集』より　昭和14（1939）年　西宮書院　27.5×39
木版　全体に少ヤケ　上辺角少汚れ　台紙ヤケ

78　荻　太郎� 10,000
「婦人像」　26×16.5　限100
銅版　マージン上部に少シミ
裏面紙テープ跡

79　小原古邨� 3,000
「金魚」（仮）23×25　サイン
印　水彩　上部両角に破れ　
上辺破れ折れ　穴１ケ所

77　小作青史「作品3点」� 40,000
各60×134　和紙に水彩　折れ　裏面セロテープ跡76　小作青史� 10,000

「不動明王」　1987年　
59.7×46（軸寸149×62）　
サイン　水彩　箱無
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80　織田東禹�������������������������������������30,000
「伊太利ベニスの夕照」　昭和3年　
油彩6号（32×41）　キャンバス　「明」のサイン　
画面中央右に1 ヶ所傷　裏面汚れ

82　織田広喜「横たわる裸婦」� 15,000
13.5×28　サイン　水彩　少ヤケ

81�
織田東禹
「巴里近郊にて
（クレテル）」　
油彩10号（52×45）
キャンバス　

「Satoshi　Oda」の
サイン　
画面上部に僅か
縮み
80,000

84　恩地孝四郎� 17,000
「男の首」　『風』1号より　
1927年　19×13（紙寸）　木版　
少ヤケ　少汚れ　
上辺を台紙に貼付　台紙ヤケ　
縁汚れや折れ

83　恩地孝四郎「九段薄暮」� 165,000
1938年　28×19　木版　左上と右下角に三角テープ跡

85　恩地孝四郎� 17,000
「午前　浴室」　
『HANGA』第13輯より
1928年　21.5×14.5　木版　
少ヤケ　少汚れ　
上辺をテープで台紙に貼付　
台紙縁少切れや折れ
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恩地孝四郎

86　恩地孝四郎「浴後」� 550,000
1926年　23×16　木版　自摺　下辺に「1926.22.Feb.保」の鉛筆書
少ヤケ　シワ　マージン下辺に少シミ

87　恩地孝四郎「黒葡萄切子鉢」� 330,000
1931年　14×26　刷込サイン　木版　自摺　1990年山領絵画修復工房にてヤケ等修復
＊「之は、心持ちの上では快心作ではないが新技法を試みて成功した点愉快であった。
即ち凹版式摺刷である」（形象社『恩地孝四郎版画集』より）
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88　笠松紫浪「落暉」10,000
1955年　36.5×24.5　限B100　
サイン　木版　全体にシミ　
マージン右辺下に1 ヶ所切れ

89　笠松紫浪「鹿」10,000
1956年　37×25　サイン　
木版　全体に少ヤケ　
マージンシミ　
裏面上辺にセロテープ跡

90　笠松紫浪� 40,000
「扇子をもつ美人」　27×24（色紙）　
サイン　肉筆絹本　僅かシミ

91　片多徳郎「秋の郊外」� 90,000
大正10（1921）年　油彩4号（24×33）　キャンバス　サイン　
画面全体に割れ有　少汚れ　元額少傷み

92　鏑木清方� 5,000
「平和紀念絵葉書」　
昭和8（1933）年　
刷込サイン　木版　少汚れ
少ヤケ　壹錢五厘の切手と
京都8・7・1の消印

94　加山三郎「魚」� 3,000
1954年　29.5×54.5　限25　サイン
石版　マージン少汚れ

93　菅野拓也�詩／加藤清美�画『緩やかな季節』�20,000
1968年　求龍堂　判型32×22.5　限130　本文53頁　加藤清美
銅版10図（見開き2図にはサイン）　巻末に両者の署名
表紙・タトウに少ヤケ・シミ・縁に切れ　本文少ヤケ

95　川上澄生� 5,000
「南蛮人」（仮）
12.5×16（紙寸）　木版　手彩色　
少ヤケ　シミ
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か・き

96　川上澄生「作品」� 15,000
1944年頃　24×31.5（紙寸）　
銀箔に木版　中折れ

97　川上澄生「太閤様」� 6,000
1957年　30×39.5（紙寸）　木版　
少ヤケ　少折れ

98　川上澄生� 25,000
「さ迷へるゆだやびとハ」　23.5×35　
サイン　木版　手彩色

99　川上澄生� 4,000
「花籠」　『風』創刊号より
1927年　18×11.5　木版
少ヤケ　右下角折れ　
台紙に貼付　台紙汚れ　
縁少切れ　折れ

100　川上澄生「水兵」� 5,000
『HANGA』第13輯より　1928年
14.8×19.5　木版　全体に少ヤケ
マージン特に汚れ　
右辺中央と下辺右角に紙剝し跡
台紙に貼付　台紙汚れ　
縁少切れ　折れ

101　川上澄生� 5,000
「横浜海岸通り」　
昭和20（1945）年代　10×12　印
木版　手彩色　少ヤケ　
右辺テープ剝し跡　少シミ

102　川上澄生「平戸」�25,000
1962年　26.5×37（紙寸）　
刷込サイン　木版　手彩色
少摺りジワ

103　川上澄生「風景」� 10,000
27×36　木版

104　川元信泰� 3,000
「いやなことはすぐに忘れる」
平成2（1990）年　9×20.5　
限45　サイン　木版

105　北川民次　��4,000
「抱かれる」　1961年　
10.2×7.7　限30　サイン　
銅版

107　木村荘八「白椿」� 4,000
18×52　木版　元帙付 106　北川民次� 30,000

「メキシコの女たち」（仮）　
40×51（軸寸146×63）　サイン　
紙に水彩　シミ　折れ　箱無　軸汚れ
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岸田劉生

108　岸田劉生「路上スケッチ（2)」� 450,000
1913年　11×14.7　墨彩　劉生の会鑑定書付　額裏板に青樹社シール　作品は元額マットに貼付　
全体に少ヤケ　画面右下角や下部などに水ジミ

(裏面）
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串田孫一

109　串田孫一「風景」12,000
14×11.5　サイン　水彩

110　串田孫一� 15,000
「眠る船」　21.5×15.5　サイン　
鉛筆に水彩

111　串田孫一「作品」� 8,000
1993年　13×12　サイン　
パステル

112　串田孫一「作品」� 15,000
14×16　サイン　水彩

113　串田孫一「天を映す鏡」� 15,000
16.5×22　サイン　鉛筆に水彩

114　串田孫一�肉筆画7面　秋山ちえ子『雨の日の手紙』� 45,000
昭和61（1986）年　装幀画（コラージュ　18×6.5　18×5）　挿画6図（鉛筆/水彩　各10.5×8）　各イニシャルサイン
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115　栗田政裕�詩画集『黄楊迷宮』� 20,000
1995年　ボックスウッドクリエーション　判型30×25　限80　サイン　木口木版6図
表紙裏に少シミ　箱少傷み　少ヤケ

116　小早川秋声「琵琶湖　夏の月」� 50,000
20.5×28.5　サイン　印　肉筆絹本　台紙に貼付　
台紙汚れ

117　小早川秋声� 50,000
「エジプト　カイロ　夕月」　21.5×29　サイン　
印　肉筆絹本　少傷　台紙に貼付　台紙汚れ

118　五世田芳柳二世�画・
池辺義象�讃「日光にて」　
大正8年7月　128×61

（軸寸198×66）　署名　墨彩　
紙本　箱無　少シミ　少ヤケ　
弱い折れ　　　　　　25,000

121　後藤又兵衛� 25,000
「悩める男」　油彩0号（18×13）　
キャンバス　サイン

122　駒井哲郎� 30,000
「闇の中の黒い馬　II」　
1970年　21×11.5　限370　
サイン　銅版

120　小林敬生� 13,000
「化石　－　大地・B」　1991年　
19.5×27　限30　サイン　木口木版　
マージンにシミ

119　小島君子� 3,000
「牡丹と女　No.14」　
1981年　42×28　限45　
サイン　シルクスクリーン



19 ｜

駒井哲郎

123　駒井哲郎「小さな幻影」� 450,000
1950年　5.4×12.9　EA　サイン　銅版　ヤケ修復　少マットヤケ

124　駒井哲郎「仏国風景」� 130,000
1954年　9.7×6.9　EA　サイン　銅版　
全体に少ヤケ　少マットヤケ　
裏面左辺にテープ跡

125　駒井哲郎� 165,000
「丸の内風景」　1938年　9×5　EA　
サイン　銅版　雁皮刷　マットヤケ修復
マージントリミング

126　駒井哲郎「墓場の入り口」
1960年　7.5×7.5　限LXX　
サイン　銅版
120,000

（裏面）
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127　小松　均� 3,000
「木版葉書3葉」　各14.3×9.5　
宛名面少汚れ

128　小村雪岱「もみじ」� 90,000
刊年不詳（昭和13-14年頃か）　30.4×21.3
木版　画面はほぼ良好　但しマージン上辺
に切れ・シワ・少汚れ　左辺下に1 ヶ所イ
ンクジミ　裏面少シミ・少ヤケ・テープ剥
し跡

129　古茂田守介� 55,000
「テーブルとコーヒーカップ」　
15.5×9.5（紙寸33×20.5）　サイン　
ペンデッサン　全体に少ヤケ　
紙面下部に折れ

130　小山正太郎� 50,000
画賛「乃木将軍二十八字」　
大正3（1914）年夏　先楽山荘
小集席　109×36（軸寸178×
50）　サイン　印　絹本　
上部汚れ　弱い中折れ　箱無

131　井上剣花坊�川柳／近藤浩一路�画「川柳漫画」　　� 60,000
大正8年　25.5×18.2（紙寸）　木版27枚組
少ヤケ　一部に少シミ　虫喰穴　縁少切れ・折れ

132　斉藤　清「春粧（2）」
1989年　53×38　限100　
サイン　木版
135,000
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斎藤カオル

133　斎藤カオル『源氏物語　第一巻』70,000
1982年　西武百貨店池袋店美術部
判型22.5×21.5　限85　銅版　6点組
元タトウ付

134　斎藤カオル『源氏物語　第二巻』� 55,000
1983年　西武百貨店池袋店美術部
判型22.5×21.5　限85　銅版　6点組
元タトウ付

135　斎藤カオル『源氏物語　第四巻』� 55,000
1985年　西武百貨店池袋店美術部
判型22.5×21.5　限85　銅版　6点組
元タトウ付
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さ・し・せ

136　佐藤勝彦「春秋」10,000�
22×14　サイン　水彩

139　清水正博「デッサン・木版など14点組」� 35,000
1933年-99年頃　17.6×24.2，13.3×11.2，38×27ほか　
裸婦クレパスデッサン9点／風景ペンデッサン2点／年賀状下絵？
2点／木版1点　一部にヤケ・シミ　裏面テープ跡

141　清宮質文� 350,000
「われむかしの日　いにしえの年をおもえり」　
1982年　15.3×13　限85　サイン　木版

137　佐藤忠良「樹」15,000
1999年　15×10　サイン　
鉛筆デッサン

138　佐藤忠良� 25,000
「秋」　2001年　21×15　
サイン　鉛筆に水彩　
共シール　少シミ

140　品川　工「俳優」� 50,000
1953年　54×33.2　サイン　木版　
裏面少ヤケ紙テープ剝し跡

142　関野凖一郎「鳩」� 8,000
12.3×7　サイン　銅版　
全体に汚れ　右上角少折れ　
裏面テープ4 ヶ所　
左下に エ゙ッチングの見本　
関野凖一郎「鳩」”の記載
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高田博厚

143　高田博厚「小さなトルソ」� 165,000
1961年　高30（台座含）　巾11　奥行7　ブロンズ　刻名　　
現代彫刻センター証明書付  箱無

144　高田博厚� 30,000
「高橋元吉像」　1965年　12.5×8.5 
ブロンズレリーフ　刻名

145　高田博厚「うづくまるトルソ」� 300,000
1966年　高30（台座含）　巾24　奥行23　ブロンズ　刻名　
共箱（正面左上に破損）

（正面）

（側面）

（正面）

（側面）

（背面）
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146　鷲見　磨� 15,000
「典子に捧げるシリーズ」　
1975年　25×16　サイン　
パステル　額装マット少汚れ

147　武井武雄『鳥の連作より』� 55,000
平成7（1995）年　吾八書房　判型51.5×39　限80　
木版6点（紙寸48.5×36.5）　全体にマージン少シミ

150　竹内梄鳳� 7,000
「南京風光」　26.4×35　木版　
僅かにシミ　上辺を厚紙に貼付　
裏面少ヤケ　糊付部分にシワ　
少シミ

149　竹内栖鳳� 8,000
「うさぎ」　38.5×45.3　木版　
少ヤケ　少シミ　上辺少切れ148　竹内栖鳳� 13,000

「作品」　47×27.3　木版

151　竹久夢二「一座の花形」� 300,000
大正3（1914）年　20.3×18　木版　港屋版　
全体に少ヤケ　マージン右辺と上辺に汚れ

152　竹久夢二　　　50,000
「新富座当り狂言梅川忠兵衛」
大正11（1922）年頃　42.3×22.5
木版　やなぎや版の試摺か　　
マージン断ち　少汚れ・シワ
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竹久夢二

153　竹久夢二
「治兵衛」　
大正11（1922）年頃
30.5×12　木版　
やなぎや版の試摺か
マージン断ち
少ヤケ
35,000

154　竹久夢二
「小春」　
大正11（1922 ）年頃
30.3×12　木版　
やなぎや版の試摺か　
マージン断ち
少ヤケ
50,000

155　竹久夢二「化粧台」� 80,000
『長崎六景』より（発禁版）　
昭和12-13（1937-38）年　36.2×27　
木版　加藤版　少ヤケ 
マージン左辺に綴じ穴2 ヶ所

156　竹久夢二「逢状」� 60,000
『女十題』より　昭和12-13（1937-38）
年　加藤版　38×26　限150　木版
少ヤケ

157　竹久夢二「舞姫」50,000
『女十題』より　昭和12-13（1937-
38）年　加藤版　37×24　限150　
サイン　木版　少ヤケ

158　竹久夢二� 35,000
「木場の娘」　『女十題』より　
昭和12-13（1937-38）年　34.5×22
限150　サイン　木版　加藤版　
画面中央上部に少スレと薄くペン
による横線の書入れ

159　竹久夢二� 50,000
「三味線堀」　『女十題』より　
昭和12-13（1937-38）年　40×28
限150　木版　加藤版　少ヤケ　
裏面台紙よりの剝し跡
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160　竹久夢二� 13,000
「古歌の思出」　30×22　
木版　加藤版　
マージン折れ　少シミ

161　竹久夢二� 10,000
「秋の海」　昭和38（1963）年
『雪の夜の伝説』より　19×19　
木版　加藤版　マージンにセロ
テープ跡　裏面ヤケ

162　田島宏行� 15,000
「古事記　B」　1971年　
56.5×42.5　限50　サイン
木版　マージン少ヤケ　
少汚れ

163　谷井三郎� 10,000
「亀山荘よりアルプス」　15×22.5　
サイン　板に油彩　額無

164　田中恭吉� 330,000
「そこにのみかがやくひかり」　『月映』Ⅱより　
大正3年　洛陽堂　9×9.2　木版　手摺　
マージン左辺綴じ穴　少シミ

165　辻　永「雪景」� 150,000
昭和3（1928）年頃　油彩25号（60×80）　キャンバス　サイン　
画面少汚れ

167　土田麦僊「舞妓」50,000
36×28　印　下絵　水彩　
全体に少ヤケ

168　富永一朗� 5,000
「漫画」　1965年　11×12.8
サイン　水彩　作品マット
用台紙に貼付　裏面板ヤケ

169　戸村茂樹�
「森　Miniature　III」
1922年　9.5×9.3　
限30　サイン　銅版
10,000

166　津田季穂
「赤い灯台」
1976年
9×10

「季」の印
紙にパステル
20,000
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170　内藤堯雄� 25,000
「女立像」　1975年　
高26（台座含） 　巾7.5　奥行4　
木彫　裏面にサイン　箱無

171　中西利雄「室内風景」（仮）� 300,000
1940年　キャンバスペーパーに水彩　2号（24.5×18.3）　
サイン　マージントリミング

172　中谷　泰「砂丘」� 280,000
1960年　油彩12号（45.5×61）　キャンバス　サイン

173　楢崎栄昭「駿州阿部川　夏の月」� 80,000
昭和8（1933）年　24.2×36　木口木版と銅版併用　
渡邊版　少シミ　少ヤケ　マージン汚れ　角に折れ

174　中村研一
「本を読む女」　
昭和8（1933）年　
38.8×26.3（紙寸）
刷込サイン　木版
三角に少折れ
上下辺に少シワ　
少汚れ
15,000

175　成田守兼
「紐」（仮）　
『艶姿二十四考』より
昭和6（1931）年　
真美社版　30.3×25.5　
木版　少ヤケ　少シミ
40,000
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178　西原比呂志� 4,000
「イギリスの居酒屋」　24×27
サイン　水彩色紙　少シミ

179　野口弥太郎「肉筆カット」� 5,000
6.5×38（紙寸）　墨彩　ヤケ　シミ　折り目

176　西嶋勝之「六花」� 7,000
27×19.6　限200　サイン　木版
少ヤケ　裏面少ヤケ　テープ跡

177　西澤笛畝「御所人形」3,000
昭和14年頃　30×39.5（紙寸）　木版
少ヤケ　台紙右上角切れ　少汚れ

181　野田英雄� 130,000
「レストラン　2（花とコーヒーカップ）」　
9.5×15.8　サイン無　鉛筆デッサン　
南天子画廊シール付　裏面にも1図　薄い裏打

180　野田英雄� 120,000
「レストラン　4（東光展ポスターと人物）」　
9.5×15.6　サイン無　鉛筆デッサン　
南天子画廊シール付　薄い裏打

182　野間仁根
「静物　（スミレと果物）」
油彩8号（38×45.5）　
キャンバス　サイン　
東京美術倶楽部鑑定書付
300,000
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183　硲　伊之助� 120,000
「花瓶の花」（仮）　1940年頃か　37.5×22.7
印　木版　マージン右辺に見当の跡
画面右下に弱い折れ　
裏面の上辺左右に紙テープ跡と鉛筆消し跡

184　硲　伊之助� 10,000
「風景」　20×15.5　刷込サイン　
水彩　和紙に貼付　台紙シミ多

185　初山　滋「こども」15,000
1948年作（1976年佐藤勘次郎摺）　
33.2×24.2　印　木版

186　初山　滋「梅」� 12,000
1940年代作（1976年佐藤勘次郎
摺）　31.7×23.2　印　木版

187　長谷川　潔「カーニュへの道」� 380,000
1923年　21.5×26.8　EA　サイン　銅版　第IVステート　マージン少ヤケ
裏面にK.Hasēgawaのスタンプ印　少ヤケ

188　長谷川　潔
「女性A（2種）」
1922年　各12×9
スタンプサイン
銅版（エッチング）
第1と第3ステート
110,000

（裏面）
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189　浜口陽三「190と1つ」� 200,000
1975年　15.1×15.4　EA　サイン　銅版　全体に少ヤケ　
マットヤケ　裏面上辺と右辺にテープ跡と少板ヤケ

190　浜口陽三「3つのポプラ」� 165,000
1980年　62×47　限145　サイン　銅版

191　原　精一「中支那金壇風景」� 85,000
裏面に「1940年頃戦場にて描く」の記載　
油彩4号（23.5×32）　板　サイン

193　日和崎尊夫
「冬」　1966年　10×13　
限50　サイン　木口木版　
僅かにマットヤケ　
裏面四角にコーナーテープ
ヤケ
25,000

194　日和崎尊夫
「薔薇刑」　1970年　
11.5×6　EP　サイン　
木口木版　少ヤケ　少シミ
裏面上辺にテープ跡2 ヶ所
20,000

195　日和崎尊夫�
「花」　1969年　8.5×7.2　
EP　サイン　木口木版　
台紙に貼付　
15,000

196　日和崎尊夫
「ふくろう」（仮）　
1967年　4.8×4.5　サイン
木口木版　マットヤケ　
僅かにシミ
10,000

192　樋口加六「風景」　　　　　　� 35,000
1947年　油彩12号（50×60）　サイン　キャンバス

（裏面）

（裏面サイン拡大）
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197　日和崎尊夫　　7,000
「蝶」（仮）　1967年　
11.8×8.5　サイン　木口木版
マットヤケ　ヤケ　シミ　
裏面紙テープ跡2 ヶ所

198　深澤索一
「夏みかん」他
木版4枚と書「秋」
1927年他　
15.5×23（紙寸）
15×21　8.4×12　
9×12.3他　印　
木版1枚水ジミと折れ
少汚れ　縁切れ　
40,000

199　深澤幸雄�銅版画集『ポーへの讃歌』� 65,000
昭和52（1977）年　アテネ画廊　判型51.5×44.5　限50　サイン　銅版7図（36×29.5）　
全体にシミ　扉に作者サインと為書　タトウ少汚れ

200　深澤幸雄�銅版画集『ボードレール詩集　悪の華』� 80,000
昭和46（1971）年　フジ美術　判型50×41　限50のHC　サイン　銅版6図（各36×30）　
全体に少ヤケ　3図マージンに少シミ　元タトウ少汚れ
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ふ

201　藤井令太郎� 15,000
「ポピーの花」　油彩8号（38×45.5）　
キャンバス　サイン　紙を板に貼付

202　藤井令太郎「作品」� 20,000
油彩8号（38×46）　キャンバス　サイン 203　船井　裕� 13,000

「TOPOROGY（位相）Ⅲ」　
63×63（紙寸）　AP　サイン　
リトグラフ　紙面下辺の右部に水ジミ
左部に剥し傷跡有

206　藤田嗣治「サヨナラ船長・礼」　　　　　　　　� 350,000
1932年　32×50（紙寸）　墨彩　サイン　紙面二つ折り　
中折の部分の切れ修復　全体に少ヤケ　
＊1931年に巴里を発ち、南米経由で日本へ向かう旅の途次に描かれた作
品と思われる。

205　藤田嗣治「裸婦」� 90,000
1930年頃か　34×31.5　限68　サイン　
リトグラフ　全体に少ヤケ　
マージン左辺と下辺に水ジミ　裏面少ヤケ

204　藤田嗣治「自画像」　　　
1934年　21×15.3　限50　サイン　木版
紙面上部に鉛筆で「monsieur et madame P.J.Wolfson」
の書入　マージン少シミ　画面少マットヤケ　
作品上辺を紙の台紙に貼付
450,000
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ふ・ほ

208　船崎光治郎� 25,000
「ばらの花」　1931年　24.5×33　
木版　自摺　弱い中折れ　少ヤケ　
少シワ

210　舟越保武「女の顔」� 130,000
23×29　サイン　共シール　コンテ画　紙面縦折れ2 ヶ所　
上部少シワ

211　古沢岩美「裸婦二人」8,000
1963年　7.5×10　1/1　サイン　銅版
手彩入

209　古沢岩美「裸婦」　� 8,000
1963年　11×9　サイン
ペンデッサン

212　星　襄一「スノリア」� 35,000
14.5×14.5　サイン　元函付（傷み有）　額装マット汚れ　釘錆跡

207　二見彰一� 40,000
銅版画集『北欧幻想』　
1982年　77ギャラリー　
判型31.5×26.5　限50　サイン　
銅版10図入
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ま・み

213　前川千帆� 25,000
「眺める男」（仮）　
92×36（軸寸190×48）　
サイン　水彩　箱書無　
少シミ　少汚れ

214　松井　正「冬景」� 40,000
昭和9年冬　油彩8号（28×45.5）　キャンバス
サイン　画面中央左上破れ修復有　
保存やや不良

215　松田緑山（玄々堂）� 40,000
「懐宝興地図」（自伊勢至淡路）　
安政5（1858）年　33.5×64　銅版　折れ　虫喰穴　
少汚れ

217　間所（芥川）紗織「朱と黒」
1961年（ニューヨークにて）　
33.5×33.5　サイン無　版種不明（孔
版？）　間所幸雄識　全体マットヤケ
シミ　マージン少切れ
35,000

218　宮　芳平� 150,000
「ミロクボサツの居なさるお寺への道」　
1959年　油彩20号（61×73）　キャンバス　サイン　
画面少割れ　縮み有

（裏面） （裏面サイン部分拡大）

216　前田寛治「裸婦」�　� 150,000
20×28　サイン無　「KANJI  MAETA」の
アトリエ印　裏面にも1図　鉛筆デッサン
日動画廊シール　

（裏面）
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む・も

220　棟方志功「朝鷹」（仮）� 85,000
14×13　印　木版　少汚れ

219　棟方志功・書
『鬼才の画人　谷中安規』
（アポロン社刊）題簽　　
昭和47年　36×25.5（紙寸）　
題字「人」「谷中安規」は
コラージュ貼付
少シミ　少ヤケ　
100,000

「表紙の題簽は、多忙中、谷中
のことならばということで心の
盟友・棟方志功がこの画集を讃
して書いてくれたものである」

（料治熊太「追記」より）

221　森　芳雄「風景」� 150,000
油彩4号（24×33）　キャンバス　サイン

222　森　芳雄「赤い屋根」
1955年　油彩10号（53×44）　
キャンバス　サイン　
東京美術倶楽部鑑定書付
250,000
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森本木羊子

223　森本木羊子� 3,000
「香薬師寺」　
26×18.2（紙寸）木版　
左下角折れ

229　森本木羊子� 5,000
「作品」　
38×26.5（紙寸）　印　木版

224　森本木羊子� 4,000
「広目天」　
32×23（紙寸）　印　木版

231　森本木羊子
「仏像小品他　6点組」
6×4　11×10.7，8.5×8.3他
木版　裏面ヤケ　シミ
8,000

230　森本木羊子� 3,000
「タージマハル」　
21×15.5（紙寸）　木版

228　森本木羊子� 2,000
「誕生仏」　18.4×13（紙寸）
木版

232　森本木羊子
「東大寺」
30×24（紙寸）　
印　木版
5,000

225　森本木羊子� 3,000
「広目天」（戒壇院）　
31.5×23（紙寸）　木版
 左下角に剥落有

226　森本木羊子� 3,000
「御物48体中　金銅観音」
26×18.2（紙寸）　木版

227　森本木羊子� 3,000
「山田寺」　
25.8×18.2（紙寸）　木版
左下角折れ

233　柳原義達「王冠をもつ女」
1968年頃　高45.5（台座含）　巾9.5
奥行7.5　ブロンズ　刻名　箱無
100,000

（正面） （側面）
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や

234　安井小弥太� 30,000
「ターンテーブル」　昭和24（1949）年　
48×51（紙寸）　サイン　鉛筆に着彩　
画面右上に1ヶ所縦1cm程の虫喰穴　
裏面右部に水ジミ

235　保田善作� 30,000
「百合の花」　1944年　
油彩10号（46×53.5）　キャンバス　
サイン　画面割れ　縮み　額汚れ

236　柳田　火召 10,000
「りんご園」　38×50　サイン　
パステル

237　矢部友衛「上越国境」� 150,000
1962年　油彩20号（60×72）　キャンバス　
裏面にサイン

238　矢部友衛「菜の花」（伊豆）� 80,000
1958年　油彩10号（41×53）　キャンバス　サイン

239　山口　進「涅槃図」� 90,000
1966年　50×89.3　限1/50　サイン　木版

240　山口　進「大正池」� 80,000
1968年　43×58.5　限50　サイン　木版　
少ヤケ　少汚れ　少シワ　裏面テープ跡

241　山下�清「工芸絵葉書11葉」10,000
くりはら工芸印刷　刷込サイン　
1葉にサイン有　1葉ヤケ　シミ　折れ

242　山下大五郎「登校」（仮）　�15,000
23×37　印　水彩　全体に薄いシミ　
四辺マットヤケ　裏面四角にテープ剝し跡

243　山下大五郎　　　　　�15,000
「落葉炊き」（仮）　25.6×37　印　
水彩　裏面テープ剝し跡大

（裏面）

（裏面サイン拡大）
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や・ゆ・よ

245　山本　鼎「桑」� 25,000
18.3×29.7（紙寸）　サイン　墨彩　ヤケ　少シミ　
薄紙を貼付

246　山本　鼎「河口」挿絵� 40,000
16×26　墨彩　左マージンに「河口第六回」と有　
全体にヤケ　折り目　ピン穴数ヶ所

247　山本　鼎「キャベツ」� 40,000
18×35.2（紙寸）　サイン　墨彩　ヤケ　シミ　
折れ　左マージンに鉛筆書き

248　山本　鼎「河口の船」� 40,000
20×24.5（紙寸）　サイン　墨彩　ヤケ　シミ　
折れ　小穴数ヶ所

244　山本豊市「坐る女」� 150,000
昭和32（1957）年　高42　巾17　奥行23
乾漆　共箱（二重箱）

249　柚木久太「花」�
油彩8号（46×38）　キャンバス　サイン　
少汚れ　元額傷み
150,000

250　横井弘三「塞拾一」� 20,000
20×28　サイン　墨彩　裏面「古刹を偲びて」の一文有

（正面） （側面）

（裏面）
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よ・作者不詳他

252　吉岡　憲「風景」� 80,000
24×35　サイン　鉛筆とパステル　少シミ
少ヤケ

257　『版画京都十二景』� 13,000
昭和23（1948）年　京都府工藝美術綜合研究所　判型22.5×30　木版　奥村厚一/泉　一/高橋太三郎
/琴塚英一/徳力富吉郎/亀井藤兵衛　12景揃　全体にヤケ　汚れ　シミ　背壊れ　頁脱落　
元帙汚れと傷み　

253　作者不詳「裸婦」� 10,000
38×24.5　木版　アダチ版

254　作者不詳「肖像」� 50,000
明治期　油彩　24.5×19　板　
サイン無　画面汚れ　元額傷み

256　作者不詳� 10,000
「花籠をもつ少女」　
油彩SM（22×14）　キャンバス　
サイン無

255　作者不詳　� 15,000
ガラス絵「キクラデスの女人像」
19.5×15　「SW」のイニシャルサイン
元額汚れあり

251　横堀角次郎「塔のある風景」（仮）
1954年　油彩10号（53×45）　サイン
キャンバス　画面中央右に1ヶ所切れ修復跡
65,000
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『義士大観』

258　『義士大観』第壹輯～第拾壹輯（木版55図）　� 165,000
大正9 ～ 10（1920 ～ 1921）年　義士會出版部　判型48×34　【第壱輯】尾竹國觀/松本楓湖/荒木十畝/小堀鞆音
島田墨仙　【第弐輯】池上秀畝/河合英忠/小室翠雲/北野恒富/村岡應東　【第三輯】富田渓仙/永田錦心/田近竹邨
磯田長秋/松林桂月　【第四輯】山下竹齋/栗原玉葉/菅 楯彦/小山禜達/村田丹陵　【第五輯】富岡鐵齋/木村武山
吉川靈華/山田敬中/高取稚成　【第六輯】松岡映丘/伊東忠太/菊池契月/鴨下晁湖/尾竹越堂　【第七輯】石崎光遙
/尾竹竹坡/山内多聞/小村大雲/山川永雅　【第八輯】山元春挙/池田桂仙/佐久間鉄園/尾形月耕/島崎柳塢　【第九
輯】西澤笛畝/上村松園/木島櫻谷/大智勝観/川面義雄　【第拾輯】竹内栖鳳/荒井寛方/石川柳城/庄田鶴友/織田
観潮　【第拾壱輯】平井楳仙/尾形月山/橋本関雪/鏑木清方/山田介堂　

＊元帙全体に汚れと少水ジミ（第弐輯は水ジミ多）　第弐輯と第拾壹輯の表紙・裏表紙は切れと水ジミ　その他
の輯の表紙・裏表紙は少切れ、少折れなど
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版画雑誌

259　
『新時代版画集』後輯（1図欠）
昭和11（1936）年　日本新版画協會　
判型40×27.7　
満谷国四郎「裸女」／奥瀬英三「南紀瀞峡」
／髙村眞夫「京の舞妓」（サイン）／布
施信太郎「南洋ヤップ島」の木版4図入
吉田　博「劍山」（欠）
元タトウ汚れと傷み
版画は少ヤケ　1図マージンにピン穴　
僅かシミ
25,000

262　『婦人グラフ』第3巻第11号
大正15（1926）年　国際情報社　
判型33×24　表紙・石原玉吉（木版）
扉の竹久夢二木版画「ピクニックに
て」欠　全体に少汚れ　
縁と背に切れ　綴じ穴4 ヶ所
8,000

261　『婦人グラフ』第1巻第2号　
大正13（1924）年　国際情報社　
判型33×24　表紙・ピアズレー（木版）　
全体に汚れ　ヤケ　縁と背に切れ　
綴じ穴4 ヶ所
8,000

260　斉藤昌三�監修・伊藤喜久男�編『昭和蔵書票誌』
昭和16（1941）年　旅の趣味會　判型23×16.2　
川上澄生／牛田雞村／田中野狐禪／内藤政勝／加會利鼎造／
関野凖一郎他木版蔵書票40図　全体に少ヤケ　
蔵書票一部に角折れ
35,000

263　『線』Ⅰ（詩版画戯曲　月刊）　� 200,000
昭和5（1930）年7月　日本木版画協会　判型26.5×19　恩地孝四郎「朝」／谷中安規「自殺保険　舞台図」／深澤索一「風景」／
大内青圃「夕月」／諏訪兼紀「ダリヤ」／山口進「山」／山岸主計「独唱」／清水孝一「銚子小景」／山口源「驟雨」／藤森静雄「野
の花」の木版10図　製本少傷み　表紙（ヤケ・シミ・右下に切れ）　見開き部分切れ　本文ヤケ　左下角破れ　



｜ 42 

『白と黒』

264　『白と黒』第二十號� 130,000
昭和7（1932）年1月　白と黒社　編集/発行・料治朝鳴　判型30×21　限100　料治朝鳴／石井鶴三／初山　滋／大内青圃／小川
龍彦／恩地孝四郎／佃　政道/中村　岳／武藤完一／江南史朗／南屋音彦／宮尾しげを／杉山正義／栗山　茂／前川千帆（リノ
カット）／船本茂一の版画16点　表紙・裏表紙汚れ　目次頁に蔵印　版画一部にシミ・ヤケ・折れ

265　『白と黒』第二十一號� 90,000
昭和7（1932）年2月　白と黒社　判型30×20.5　限100　料治朝鳴／石井鶴三／大内青圃／小川龍彦／
佃　政道ほか木版14点　表紙・裏表紙（汚れ・褪色・シワ・シミ・縁汚れ・切れ・アタリ・折れ）
目次頁に蔵印　版画一部にシミ・ヤケ・折れ・角少折れ



43 ｜

『白と黒』

266　『白と黒』第二十二號� 120,000
昭和7（1932）年3月　白と黒社　判型30×21　限100　料治朝鳴／平川清蔵／
大内青圃／小川龍彦／谷中安規ほか木版12点　
表紙・裏表紙（汚れ・褪色・縁切れ・折れ）　目次頁に蔵印　
裏表紙版画に少インクジミ　版画一部にシミ・ヤケ

267　『白と黒』第二十三號� 280,000
昭和7（1932）年4月　白と黒社　判型30.5×22　限60　料治朝鳴／平川清蔵／
大内青圃／前川千帆（リノカット）／谷中安規ほか版画17点　
表紙・裏表紙（汚れ・褪色・縁切れ・折れ）　目次頁に蔵印　
裏表紙版画にシミ　版画一部にシミ多
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『白と黒』

268　『白と黒』第二十四號　特集「駅」� 120,000
昭和7（1932）年6月　白と黒社　判型32×22　限70　料治朝鳴／中田一男／中川雄太郎／谷中安規（ヤ
ケ）ほか木版8点　
表紙・裏表紙（汚れ・褪色・縁切れ・背傷み）目次頁に蔵印　本文頁が表紙より上辺5ミリ程大きい為
縁折れ　版画4図シミ多

269　『白と黒』第二十五號� 165,000
昭和7（1932）年7月　白と黒社　判型31×22　
限60　料治朝鳴／棟方志功／深澤索一／川上澄
生／谷中安規ほか木版18点　
表紙・裏表紙（汚れ・褪色・縁切れ・折れ）　
目次頁に蔵印　背傷み　版画6図シミ多　
１図ヤケ
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『白と黒』

270　『白と黒』第二十六號� 110,000
昭和7（1932）年7月　白と黒社　判型30×21.7　限60　棟方志功／江南史朗／武藤完一／小川龍彦／奥田
輝一郎ほか木版15点　大場千秋「顔」・中川雄太郎「港」は重複2図入　
表紙・裏表紙（汚れ・褪色・折れ）　目次頁に蔵印　版画5図シミ多　3図ヤケ

271　『白と黒』第二十七號� 180,000
昭和7（1932）年8月　白と黒社　判型30×21.7　限60　棟方志功／谷中安規2
点／下山木鉢郎／料治朝鳴2点／小林朝治2点ほか木版16点
表紙・裏表紙（汚れ・褪色・折れ・ヤケ）　目次頁に蔵印　版画3図シミ多
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『白と黒』

272　『白と黒』第二十八號　特集新秋號� 350,000
昭和7（1932）年10月　白と黒社　判型30×22　限60　棟方志功／川上澄生／谷中安規／
小川龍彦／奥田輝一郎ほか木版16点　
表紙・裏表紙（褪色・シミ）　目次頁に蔵印　版画4図シミ

273　『白と黒』第二十九號� 170,000
昭和7（1932）年11月　白と黒社　判型30×22　限60　棟方志功／小林松夫／谷中安規／
小川龍彦／小林朝治ほか木版12点　
表紙・裏表紙（褪色・汚れ・縁少切れ）　目次頁に蔵印　本文頁の方が表紙より上辺5ミ
リ程大きい為縁折れ　版画一部に僅かシミ・少ヤケ
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『白と黒』

274　『白と黒』第三十號　自畫像號� 400,000
昭和7（1932）年12月　白と黒社　判型30×22.5　限60　棟方志功／加山四郎／小林松夫／谷中安規2 点

（表紙絵含む）／小川龍彦／小林朝治／料治朝鳴／奥田輝一郎／守　洞春／網千利根／中田一男／栗山　
茂／中川雄太郎／武藤完一／中村　岳／杉山正義の木版16点　
表紙・裏表紙（褪色・汚れ・縁少切れ・折れ）目次頁に蔵印　一部版画に僅かシミ　谷中安規少ヤケ

275　『白と黒』第三十一號� 280,000
昭和8（1933）年1月　白と黒社　判型30×22　限60　前川千帆（リノカット）／川上澄生／谷中安規/
小川龍彦／小林朝治ほか木版18点　
目次頁に蔵印　裏表紙（右下に小穴・縁少切れ）　版画一部にヤケ・シミ　糊付けによるシワ
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276　『白と黒』第三十二號　郷土玩具創作版畫集� 40,000
昭和8（1933）年2月　白と黒社　判型30×22　限60　
野口三四呂／関野凖一郎／土矢喜介／横井弘三ほか木版13点　
目次頁に蔵印　表紙左辺と裏表紙右辺1センチ程本文頁より小さい　
版画一部にヤケ・シミ　糊付けによるシワ

277　『白と黒』第三十三號　三周年記念號� 280,000
昭和8（1933）年3月　白と黒社　判型30×22　限60　棟方志功／谷中安規／前川千帆（リノカット）／藤森静雄／
平塚運一ほか版画11点　
表紙・裏表紙（褪色・汚れ・折れ）　目次頁に蔵印　背切れ　版画一部にヤケ・シミ・折れ
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278　『白と黒』第三十四號� 180,000
昭和8（1933）年4月　白と黒社　判型30×22　限60　武田新太郎／谷中
安規／中川雄太郎／平塚運一ほか木版15点　
表紙・裏表紙（褪色・汚れ・縁千切れ・折れ）　目次頁に蔵印　背切れ
版画一部にヤケ・シミ　谷中安規ヤケ

279　『白と黒』再刊第一号� 150,000
昭和10（1935）年6月　白と黒社　判型27.3×20.2　
限50　谷中安規2点（表紙絵含む）／李　樺／藤森静
雄／平塚運一／棟方志功ほか木版9点　　
表紙・裏表紙（少汚れ・少シミ・折り目）　
目次頁に蔵印　版画一部にヤケ・少シミ・折り目
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280　『白と黒』再刊第二号� 170,000
昭和10（1935）年7月　白と黒社　判型27.3×20.2　限50　胡　其藻／谷中安規／
武井武雄／恩地孝四郎／棟方志功／初山　滋ほか木版9点
表紙（シミ・汚れ）　目次頁に蔵印　裏表紙（汚れ・縁千切）　
版画一部にヤケ・シミ　恩地孝四郎と棟方志功ヤケ大

281　『白と黒』再刊第三号� 110,000
昭和10（1935）年9月　白と黒社　判型27×20.2　限50　頼 少麒／
谷中安規／武藤完一／江南史朗／藤本東一良ほか木版9点
表紙・裏表紙（少汚れ）　目次頁に蔵印　版画少ヤケ・少シミ　
棟方志功ヤケ大
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282　『白と黒』再刊第四号� 110,000
昭和10（1935）年11月　白と黒社　判型27×20.2　限50　
李　樺／棟方志功／谷中安規／初山　滋／川上澄生ほか木版9点
表紙・裏表紙（少汚れ）　目次頁に蔵印　版画一部にヤケ・シミ・
折れ

283　『版藝術』創刊号　� 25,000
昭和7（1932)年4月　白と黒社　編集/発行・料治熊太　
判型28.5×20　限500　前川千帆「林檎と娘」／恩地孝四郎「抒
情（私は信じる）」の手摺木版と石井鶴三／川上澄生／平塚
運一らの機械刷木版13点　
表紙・裏表紙（ヤケ・シミ）　本文少ヤケ　一部頁に折れ　

（少シミ）の手摺木版と石井鶴三／江南史朗／川上澄
生らの機械刷木版13点　表紙・裏表紙（少ヤケ・シミ）
全体に少ヤケ　一部頁に折れ　
28,000

284�『版藝術』創刊号　� 18,000
昭和7（1932)年4月　白と黒社　判型28.5×20　限500　
前川千帆「林檎と娘」／恩地孝四郎「抒情（私は信じる）」の
手摺木版と石井鶴三／川上澄生／平塚運一らの機械刷木版13
点　表紙（左上角水ジミ・ヤケ・シミ・破れ・虫穴　蔵印）　
本文少シミ・少ヤケ

にヤケ）の手摺木版と川西 英／棟方志功／前川千帆
らの機械刷木版14点　
表紙・裏表紙（少ヤケ・シミ多）背少切れ　
20,000

285　『版藝術』
第2号　
昭和7（1932)年5月　
白と黒社　判型29×20
限500  棟方志功「花と
少女」／料治朝鳴「影」

286　『版藝術』
第3号　
昭和7（1932)年6月　
白と黒社　判型28×20
川上澄生「かまきり」
畦地梅太郎「人」（共
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287　『版藝術』第4号　� 25,000
昭和7（1932)年7月　白と黒社　判型28.5×20　前川千帆「小品」／
深沢索一「築地風景」の手摺木版と前田藤四郎／小川龍彦／川上澄
生らの機械刷木版14点　表紙・裏表紙（少ヤケ・シミ多）

288　『版藝術』第5号　� 30,000
昭和7（1932)年8月　白と黒社　判型29.3×20.3　恩地孝四郎

「新膚」（右上角にアタリによるシワ）／藤森静雄「静日」の
手摺木版と川上澄生／中川伊作／山口 進らの機械刷14点　
表紙・裏表紙（少ヤケ・シミ）　背千切れ　頁端折れ　
角にアタリによる曲がり

289　『版藝術』第6号（特輯手摺號）　� 90,000
昭和7（1932)年9月　白と黒社　判型29×20.5　
棟方志功「蟹」／奥田輝一郎「ダリア」／関野凖一郎「旅
役者の子」／下山木鉢郎「十和田鏡沼」／谷中安規「少
年時代」などの手摺木版8点と畦地梅太郎／中村 岳／
古川龍生らの機械刷木版16点　
表紙・裏表紙（少ヤケ・少シミ）　背上下に切れ　
版画は一部に少シミ

290　『版藝術』第7号（特輯野外小品）　
昭和7（1932)年10月　白と黒社　判型29×20.8
前川千帆リノカット「風」「旗」「望遠鏡」等
20点　表紙・裏表紙（ヤケ・少シミ）　
背傷み版画の一部に少シミ・折れ
15,000

291　『版藝術』第8号（影繪芝居）　　100,000
昭和7（1932)年11月　白と黒社　判型29×20.5　
限500　川上澄生「郵便脚夫」／棟方志功「扇数々
を増す」の木版と谷中安規機械刷木版「影絵芝居
十三景」　表紙・裏表紙（ヤケ・少シミ）　
背下部切れ　一部の版画に少シミ
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293　『版藝術』第10号� 20,000
（平塚運一小品版畫傑作集）　昭和8（1933)年1月　白と黒社
判型28.5×20　限500　平塚運一「木崎湖」「机上小禽」「きつつ
き」「のげし」「牡丹」の木口木版5点と機械刷木版11点
表紙・裏表紙シミ　背傷み　本文少ヤケ

292　『版藝術』第9号� 20,000
（全日本版画家年賀状百人集）　昭和7（1932)年12月
白と黒社　判型28.5×20.5　限500　平塚運一（手摺）/
麻田瓣次（手摺）と前川千帆／棟方志功／谷中安規ら
の機械刷木版計100点　
表紙（ヤケ・少汚れ）　裏表紙（少ヤケ・汚れ・水ジミ）
背傷み　最後の頁にたばこ「ピース」のパッケケージ
が貼付

294　『版藝術』第11号（雪）� 65,000
昭和8（1933)年2月　白と黒社　判型28.5×20　限500　
谷中安規手摺木版「泥と雪」と川上澄生／勝平得之らの
機械刷木版7点入　
表紙・裏表紙（少ヤケ・シミ）　背傷み　各版画少シミ

295　『版藝術』第12号（棟方志功版畫集）� 35,000
昭和8（1933)年3月　白と黒社　判型28.5×20　限500　
棟方志功手摺木版「蔵書票」（少褪色？）「草花と竹」の2点
と機械刷木版18点　
表紙・裏表紙シミ　背傷み　本文ヤケ

296　『版藝術』第13号（櫻）� 85,000
昭和8（1933)年4月　白と黒社　判型28.8×20.8　限500　棟方志功「櫻」

（少シミ　右下角少折れ）／谷中安規「祭」の手摺木版2点と川西英／
小川龍彦／谷中安規「少年画集」7点ほか機械刷木版14点
表紙・裏表紙（少シミ・少ヤケ）　背・裏表紙少切れ

297　『版藝術』第14号（學童版畫集）� 28,000
昭和8（1933)年5月　白と黒社　判型28.8×20.8　限500　
川上澄生「はつなつのかぜ」（シミ多）／前川千帆「風」の
手摺木版2点と機械刷の学童版画多数　
表紙・裏表紙（シミ・少ヤケ）　背少傷み

298　『版藝術』第15号（全國郷土風俗版畫集）� 10,000
昭和8（1933)年6月　白と黒社　判型28.5×20　限500　
棟方志功／川上澄生／大内青圃／勝平得之ほか機械刷木版24点
表紙・裏表紙シミ　背少傷み　本文少ヤケ
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299　『版藝術』第16号（戦争版畫集）
昭和8（1933)年7月　白と黒社　判型28.5
×20.5　限500　江南史朗の木版「雨の
大手門」と谷中安規（8点）／料治朝鳴

（7点）の機械刷木版15点　表紙・裏表紙
（シミ・少ヤケ）背僅かに傷み　
本文3図裏面に汚れ有
20,000

300　『版藝術』第17号� 15,000
（川上澄生版畫集）昭和8（1933)年8月
白と黒社　判型28.2×20.5　限500　
川上澄生木版機械刷16点　表紙・裏表紙（シミ・
少ヤケ）　版画は全体に少シミ

301　『版藝術』第18号
（全國郷土玩具版畫集）　昭和8（1933)年
9月　白と黒社　判型28.5×20.5　限500　
浦田儀一（自摺）と料治朝鳴／船本茂一
小林朝治／武藤完一／佐藤米次郎ほか機
械刷木版22点　表紙・裏表紙（シミ・少
ヤケ）　背少傷み　版画は全体に少シミ
7,000

302　『版藝術』第19号� 8,000
（續全國郷土玩具版畫集）　昭和8（1933)
年10月　白と黒社　判型28.5×20　限500
浦田儀一（自摺）／料治朝鳴（自摺）と
勝平得之／小林朝治／武藤完一／佐藤米
次郎ほか機械刷木版22点
裏表紙シミ　本文少シミ

303　『版藝術』第20号� 7,000
（續々全國郷土玩具版畫集）
昭和8（1933)年11月　白と黒社　判型28.5×20　限500
浦田儀一（自摺）と料治朝鳴／勝平得之／小林朝治／
武藤完一／関野凖一郎／守洞春ほか機械刷木版24点
表紙・裏表紙少シミ　本文少シミ

304　『版藝術』第21号
（創作版畫年賀状傑作集）　昭和8
（1933)年12月　白と黒社　判型28.5×20
限500　谷中安規／恩地孝四郎／藤森静
雄／石井鶴三／平塚運一／関野凖一郎／
川上澄生／守洞春ほか機械刷木版64点
表紙・裏表紙（少ヤケ・少シミ）　
背切れ　版画の一部に少シミ
15,000

305　『版藝術』第22号
（正月號全國諸國繪馬版畫集）　
昭和9（1934)年1月　白と黒社　判型
28×21.5　限500　料治朝鳴／小川龍
彦／中田一男／守洞春ほか機械刷木
版25点　表紙・裏表紙（少ヤケ・少
汚れ）　背傷み　版画の一部にシミ
7,000

306　『版藝術』第23号（萬國民藝土俗玩具號）7,000
昭和9（1934)年2月　白と黒社　判型28.2×21.5　限500
料治朝鳴（手摺）と小川龍彦／中田一男／中平之助ほ
か機械刷木版24点　一部手彩入　表紙・裏表紙（少ヤケ・
少シミ）　版画少シミ
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307　『版藝術』第24号� 7,000
（續萬國民藝土俗玩具集）　昭和9（1934)
年3月　白と黒社　判型28.2×20.2　限500　
料治朝鳴／小川龍彦／川西英ほか機械刷木
版23点　表紙角折れ　裏表紙（少ヤケ・少
シミ）　背切れ

308　『版藝術』第25号� 12,000
（川西英版画集）昭和9（1934)年4月　
白と黒社　判型28.3×20.3　限500　
川西英の機械刷木版20点
表紙・裏表紙（少ヤケ・少シミ）　背少切れ
版画少シミ　本文シミ有

309　『版藝術』第26号（蔵書票大集）� 15,000
昭和9（1934)年5月　白と黒社　判型28.5×20.5　
限500　中田一男手摺木版2点と佐藤米次郎／平塚運一
棟方志功／藤森静雄ほか機械刷木版24点
表紙・裏表紙（少ヤケ・シミ）　背傷み切れ　
版画一部にシミ

310　『版藝術』第27号（敍情版畫集）　 12,000
昭和9（1934)年6月　白と黒社　判型28.2×20　限500 
中田一男／勝平得之／福島常作／棟方志功／谷中安規
ほか機械刷木版21点　表紙・裏表紙（ヤケ・シミ）　
背傷み

311　『版藝術』第28号� 15,000
（第三・第四野外小品）昭和9（1934)年7月　
白と黒社　判型28.5×20.5　限500 前川千帆リノット
20点　表紙・裏表紙（少ヤケ・シミ）　背傷み
本文頁左下角に弱い折り目

312　『版藝術』第29号� 15,000
（藤森静雄版畫集　路傍の草）　昭和9（1934)年8月
白と黒社　判型27.7×20.5　限400 　藤森静雄機械刷
木版20点　表紙・裏表紙（少ヤケ・少シミ）少背傷み
　

313　『版藝術』第30号（志村量美詩畫集）��8,000
昭和9（1934)年9月　白と黒社　判型27.7×20.5　限400 
志村量美機械刷木版20点　
表紙（中央上部のタイトル部分にアタリによる破れ）　
裏表紙（少ヤケ・シミ）　背少傷み　本文頁も前半部分に
も破れ　本文頁の一部にインクジミ

314　『版藝術』第35号� 10,000
（武藤完一版畫集　東九州郷土玩具集）　
昭和10（1935)年2月　白と黒社　判型28×20　限400 
武藤完一機械刷木版20点
表紙・裏表紙（少シミ・汚れ）　裏表紙（左上角に水
ジミ・中央に折れ・背傷み）
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315　『版藝術』第36号　　　　　　　　　10,000
（梅原與惣次版畫集　西九州郷土玩具集）　
昭和10（1935)年3月　白と黒社　判型28.5×20　限400 
梅原與惣次機械刷木版20点　

316　『版藝術』第37号� 10,000
（奥田輝一郎版畫集　伏見人形版畫集）　
昭和10（1935)年4月　白と黒社　判型28.5×20　限400 
奥田輝一郎機械刷木版21点　表紙左辺切れ2 ヶ所　

317　『版藝術』第38号� 10,000
（月岡忍光版畫集　西東海道郷土玩具集）　
昭和10（1935)年5月　白と黒社　判型28.5×20　限400 
月岡忍光機械刷木版21点　表紙・裏表紙（少汚れ・水
ジミ）　背少傷み　全体に左上角破れ

318　『版藝術』第39号� 12,000
（中田一男版畫集　西近畿郷土玩具集）　
昭和10（1935)年6月　白と黒社　判型28.5×20　限400 
中田一男機械刷木版20点　表紙・裏表紙（少汚れ・シ
ミ）　背傷み　1図に穴1 ヶ所

319　『版藝術』第39（40)号� 12,000
（板祐生版畫集　山陰道郷土玩具集）　
昭和10（1935)年7月　白と黒社　判型28.5×20　限400 
板祐生機械刷木版20点　表紙（少汚れ・左辺中央に
破れ）　裏表紙（少汚れ・シミ・中央に折れ）　
本文も僅かに水ジミ　画集上部左部分に折れ　

320　『版藝術』第40（41)号� 12,000
（小林朝治版畫集　信濃郷土玩具集）　
昭和10（1935)年8月　白と黒社　判型28.5×20　限400
小林朝治機械刷木版21点　表紙・裏表紙（上辺少水ジ
ミ・少シミ）　背少傷み　版画1図破れ　裏面テープ跡
　

321　『版藝術』第41（42)号� 10,000
（勝平得之版畫集　秋田郷土玩具集）　
昭和10（1935)年9月　白と黒社　判型28.5×20　限400
勝平得之機械刷木版20点　表紙・裏表紙（少汚れ・シ
ミ・左上角少傷み　版画1図シミ多　本文少汚れ

322　『版藝術』第42（43)号� 8,000
（江南史朗版畫集　武蔵郷土玩具集）　
昭和10（1935)年10月　白と黒社　判型28.5×20　限400
江南史朗機械刷木版20点　表紙・裏表紙（少汚れ・シミ・
弱い折れ）　背傷み
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323　『版藝術』第43（44)号� 7,000
（藤本東一良版畫集　四國郷土玩具集）　
昭和10（1935)年11月　白と黒社　判型28.5×20　限400
藤本東一良木版21点　表紙・裏表紙（上辺角水ジミ・少
汚れ）　本文全頁に水ジミ　4図に少シミ

324　『版藝術』第44（45)号� 8,000
（加藤悌版畫集　東東海道郷土玩具集）　
昭和10（1935)年12月　白と黒社　判型28.5×20　限400
加藤悌機械刷木版19点　表紙・裏表紙少ヤケ　背傷み
本文僅かにシミ

325　『版藝術』第45（46)号� 15,000
（中華民國版畫集　南中國郷土玩具集）　
昭和11（1936)年1月　白と黒社　現代創作版画研究会刻
判型28.5×20限400　中華民国作家による機械刷木版22点
表紙・裏表紙少汚れ　背傷み　1図切れ　1図穴　2図シミ

326　『版藝術』第46（47)号� 13,000
（劉崙版畫集　北中國郷土玩具集）　
昭和11（1936)年2月　白と黒社　判型28.5×20　限400　
劉崙機械刷木版22点　表紙（左辺中央上に切れ・少シミ・
上辺に赤のインク跡）裏表紙汚れ　背傷み

327　『版藝術』第47（48)号� 8,000
（月岡忍光版畫集　東近畿郷土玩具集）　
昭和11（1936)年3月　白と黒社　判型28.5×20　限400
月岡忍光機械刷木版20点　表紙・裏表紙（水シミ・シミ）
背傷み　6図水ジミ　1図穴補修跡

328　『版藝術』第48（49)号� 8,000
（小林朝治版畫集　北陸郷土玩具集）　
昭和11（1936)年4月　白と黒社　判型27.5×19.5　限400　
小林朝治機械刷木版20点　表紙・裏表紙少ヤケ　
裏表紙上辺に8cm程の切れ　背傷み

329　『版藝術』第49（50)号� 10,000
（料治朝鳴版畫集　東北郷土玩具集）　
昭和11（1936)年5月　白と黒社　判型27.5×19.5　限400
料治朝鳴機械刷木版20点　表紙・裏表紙（少ヤケ・汚れ）
背傷み　版画は一部に少シミ　1図に虫食穴

330　『版藝術』第50（51)号� 8,000
（有本隆良版畫集　紀州郷土玩具集）　
昭和11（1936)年6月白と黒社　判型27.8×19.3　限400　
有本隆良機械刷木版19点　表紙・裏表紙（ヤケ・少水ジミ）
背破れ

『版藝術』
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331　『版藝術』第51（52)号� 10,000
（料治朝鳴版畫集　満州郷土玩具集）　
昭和11（1936)年7月　白と黒社　判型27.5×20　限400
機械刷木版24点　表紙・裏表紙（少ヤケ・シミ）背上
下に破れ　1図にシミ多

332　『版藝術』第53号� 10,000
（料治朝鳴版畫集　満州郷土玩具集）　
昭和11（1936)年8月　白と黒社　判型28×19.7　限400
機械刷木版20点　表紙・裏表紙（上辺ヤケ・少シミ）
背少破れ

333　『版藝術』第54号� 10,000
（小林朝治版畫集　明治聖代玩具版画集）　
昭和11（1936)年9月　白と黒社　判型27.5×20.2　限400
小林朝治機械刷木版16点　表紙・裏表紙（少ヤケ・少汚
れ）　裏表紙僅かに水ジミ

334　『版藝術』第55号� 8,000
（加藤　悌版畫集　暹羅土俗玩具集）　
昭和11（1936)年10月　白と黒社　判型27.5×20　限400
加藤悌機械刷木版19点　表紙・裏表紙（少ヤケ・少汚れ・
シミ・僅かに水ジミ）背僅かに切れ　綴じ金具外れ（落
丁は無）　版画一部に少シミ

335　『版藝術』第56号� 8,000
（南屋音彦版畫集　福島宮城郷土玩具集）　
昭和11（1936)年11月　白と黒社　判型27.5×20　限400
南屋音彦機械刷木版20点　表紙・裏表紙（少シミ・少
ヤケ）　裏表紙汚れ　背少切れ　版画少シミ　1図小穴

336　『版藝術』第57号� 10,000
（立花　壽編　料治朝鳴刻　台湾土俗玩具集）　
昭和11（1936)年12月　白と黒社　判型27.8×20　限400
立花壽/料治朝鳴による機械刷木版20点
表紙・裏表紙（少汚れ・少ヤケ）　裏表紙（左上角に赤
インクジミ・折れ）　背少切れ

337　『版藝術』第58号（終刊號）　（年賀状版畫集）� 15,000
昭和11（1936)年12月　白と黒社　判型27.3×20　限400　平塚運一
谷中安規／川上澄生／藤森静雄／棟方志功／前川千帆／武藤完一
小川龍彦／板　祐生らによる木版20点　表紙・裏表紙（少汚れ・ヤケ・
シミ）　表紙上辺5 ～ 8ミリ幅で横にカット　中程に縦に折り目　
背傷み　綴じ金具外れ気味　版画はシミ　1図川上澄生に小穴

『版藝術』
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338　『新版画』都市田園診断号　� 380,000
昭和7（1932）年9月　発行：新版画集團　発行者：小野忠重　判型30×22　限200　表紙・藤牧義夫　
柴　秀夫「飛躍する南部（第10回オリンピック）」（右下角折れ）／大久保　一「愛國號を迎へる（奉天忠靈塔にて）」
小野忠重「一九三二年九月一日」／武藤六郎「都市禮讃（東京驛）」／水船六洲「聖母病院（落合風景）」／藤牧義夫「御
徒町驛の附近で（御徒町驛　東京夜曲　A）」／竹村温次郎「新宿街（東京夜曲　B)」／武藤六郎「銀座に雨が降る（東
京夜曲　C）」／吉田正三「千住大橋夜景（東京夜曲　D)」（右辺弱い折れ）／吉原正道「日比谷公園音樂堂（東京夜曲　E）」
柴　秀夫「帝大構内」（右下角弱い折れ）／江端芳市「海濱・愛知縣・新舞子」/武藤完一「耶馬渓靑洞門（大分縣）」
蓬田兵衛門「荒川風景」（横中央に弱い折れ）/新田　穣「とりとめもない風景（吹屋の街）」／新田　穣「樹間の海」
新田　穣「勝浦外風景」／新田　穣「勝浦港内風景」（右下角折れ）／新田　穣「那智村風景」　の20点（表紙含）　

＊表紙（ヤケ・汚れ・水ジミ・折れ・左辺切れ）　裏表紙（ヤケ・折れ・切れ）　本文4ページ右辺切れ　少ヤケ

『新版画』
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340　
「蔵書票カレンダー 10枚と関野凖一郎銅版蔵書
票1枚」　
蔵書票（10×9）／カレンダー（21.8×12，20×12.6）
蔵書票右下角折れ　暦少ヤケ　少汚れ　5枚に水ジミ
内1枚はシミ大　1枚角折れ
10,000　　　　　　

339　『刀の跡』第一輯�
1930年　刀の跡社　判型27×20　限100
永禮孝二・兒玉 篁・荒井東留の3名同人
木版12図（表紙・カット含）　
全体にヤケ大　表紙・裏表紙傷み・ヤケ
四辺の端破損
35,000

342　創作版画
『賀状集』1932
創作版畫倶樂部　
1932年　判型17.5×12.5
木版　稲垣知雄14図/
平塚運一1点／恩地孝四
郎1点／前川千帆1点
製本傷み大（背破れ・表
紙ヤケ・シミ・切れ）
作品は一部少シミ・折れ
25,000

341　創作版画
『賀状集』1931
CURIEUX-DO TOKIO
1931年　判型18.5×12.5
木版　平塚運一7点／
前川千帆7点／恩地孝四
郎7点　製本傷み
背破れ　表紙（褪色・
端に切れ）　作品は一部
少シミ　頁端折れ
30,000

版画誌など
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 近代日本版画家名覧　 （1900－1945）

 〈凡　例〉
　
　１、 作家の選択は、凡そ1900（明治33）年から1945（昭和20）年までに版画制作の記録が残る作家
　　　（アマチュアを含めて）を採録した。但し児童版画は含まない。
　 2、作家名については、典拠文献や参考文献を参照し、それ以外は一般的と思われる読みを採用した。
　 3、年記は西暦を基本として、生没年については（　）内に元号を表記した。
　４、作品名は《　》、書籍・雑誌・作品集などは『　』内に表記した。〔　〕内は執筆者補記を示す。
　 5、  版種について、特に記載の無い作品は木版画とする。
    6、  頻出する参考文献については以下のように表記する。
　　　・加治幸子編著『創作版画誌の系譜』（中央公論美術出版　2008年）→『創作版画誌の系譜』
　　　・『エッチング』（日本エッチング研究所発行／臨川書店復刻版　1991年）→『エッチング』
    7、執筆者

　岩切信一郎  (元新渡戸文化短期大学教授）　 植野比佐見  （和歌山県立美術館学芸員）
   加治幸子　  （元東京都美術館図書室司書）　 河野　実     （鹿沼市立川上澄生美術館館長）　 
　滝沢恭司      （町田市立国際版画美術館学芸員）　  西山純子      （千葉市美術館学芸員）   　　　 
　三木哲夫     （兵庫陶芸美術館館長)       　           森　登         （学藝書院）   　　　　　　　　　 

　　　樋口良一     (版画堂）                      

     8、『版画家名覧』は、版画堂のホームページ http://www.hanga-do.com/ でもご覧いただけます。
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【に】

新居多美子（にい・たみこ）  
　1934（昭和 9）年 9 月 17 日より 1 週間、西田武雄を講
師に招いて文化学院エッチング教室で行われた文化学院
専修科対象のエッチング講習会（生徒 7 名と特別参加の
中華民国人1名）に参加。その時に制作したと思われる《〔川
のある風景〕》が『エッチング』26 号（1934.12）に図版
で掲載されている。【文献】『エッチング』24・26（樋口）

新津光重（にいつ・みつしげ）
　1936（昭和 11）年に『創作版画集　曼荼羅』（限定 50
部木版 8 点入）を出版している。山梨県中西郡甲西町出
身か。詳細は不明。【文献】『版画堂目録』62（2003.9）（樋口）

新美（新見）健一郎（にいみ・けんいちろう）
　1922（大正 11）年に神戸弦月画会主催で開かれた創作
版画展（2.23 ～ 26　神戸・三宮三〇九番館）に木版画《北
港ニテ》5 点《林檎》3 点《風景》2 点《木立》《顔》2 点

《小品》4 点の計 17 点を出品。翌 1923 年の第 5 回日本創
作版画協会展にも木版画《泊海岸砂丘》が入選。いずれ
の出品時にも神戸に住む。また目録には、前者は「新見」、
後者は「新美」とある。【文献】『〔神戸弦月画会主催〕創
作版画展覧会目録』（1922）／『第五回日本創作版画協会
展覧会目録』（1923）／『大正期美術展覧会出品目録』（東
京文化財研究所　2002）（三木）

新美忠治（にいみ・ちゅうじ）
　愛知県知多郡の半田第一尋常高等小学校に勤務。同郡
内の亀崎第一尋常高等小学校では、同校教諭大岩忠一の
世話により平塚運一を講師とする版画講習会が、1928 年
7 月、1931 年 7 月、1933 年 7 月、1936 年 11 月などに開
かれているが、1928 年の第 1 回目の講習会から参加か。
この講習会をきっかけに版画団体「版刀会」が生まれ、
講師平塚運一の一字を雑誌名とする版画誌『運』（1928 ～
1937　現在 5 ～ 7・10 号の 4 冊が確認）が刊行されたが、
現在確認されている号のうち第 5 号（1931）に木版画《暑
中見舞い状》《柘榴》など 7 点、第 10 号（1937）に《蕺草》
を発表。また、1936 年の版画講習会をきっかけに「版刀会」
とは別に、「更閑会」と称する版画団体も生まれ、1937 年
から 1944 年まで作品集（賀状集）を毎年刊行したが、同
会にも参加している。公募展へは、1938 年の第 7 回日本
版画協会展（目録は「新見」とあるも誤り）に木版画《古
城の秋》《鳥の初夏》が初入選。その後も第 8 回展（1939）
に《伊良湖崎》《漁港》、第 9 回展（1940）に《橋杭岩》
を出品した。【文献】加藤祐子「平塚運一による版画教育
普及活動の一端：版画講習会開催とその余波－愛知県半
田市亀崎を例に－」『版画家・平塚運一の世界展』図録（高
浜市やきものの里かわら美術館　2003）／『昭和期美術
展覧会出品目録　戦前篇』（東京文化財研究所　2006）／

『創作版画誌の系譜』（三木）

新見藤司（にいみ・とうじ）
　愛知県半田町の教員仲間による版画団体「版刀会」が
発行した版画誌『運』第 5 号（1931）に植物を描いた木

戦前に版画を制作した作家たち（17）
版画（題名不詳）2 点、第 6 号〔1931 か 1932〕にエンド
ウを描いた木版画（題名不詳）を発表。第 10 号（1937）
には《壺》を発表するも、調査した時点では、作品は
欠落のため未見。現在『運』は 5 ～ 7・10 号（1931 ～
1937）のみを確認。【文献】『創作版画誌の系譜』（加治）

新納時千代（にいの・ときちよ）
　金煕明が主宰編集し、1926 年 8 月に『野獣群』を創刊

（1927 年 1 月に 2 冊目を発行）したアナーキストのグルー
プの同人として活動した。同グループ同人の有泉譲・阿
部貞夫が「野獣群　美術号」として編集・発行した『構
成派』創刊号に「カフヱにて彫る」と題する木版画（リ
ノカットか）を寄せた。1926 年 5 月に、東京府美術館で
開催された聖徳太子奉賛美術展覧会に対抗して横井弘三
が主宰開催した「理想大展覧会」の出品目録に「●新野
時千代●（装飾業）／府下中野町谷戸二四〇五／料理胃
腸菌悩殺の効ある珍奇怪味きわまりなき新案食料の即製
即売　未定 [ 価格 ]」とあり、同一人物と推定。【文献】滝
沢恭司「横井弘三の理想大展覧会について」『大正期美術
展覧会の研究』（東京文化財研究所　2005）／『創作版画
誌の系譜』（滝沢）

仁志定治（にし・さだじ）
　郷土玩具蒐集家として知られる清永完治（1896 ～
1971）が釜山在住時代に刊行した「釜山郷土玩具同好会」
の機関誌『土偶（志）』（1935.8 ～ 1942.8　20 冊）の第 3
期第 1 号（1937.2）に版画作品を発表。仁志は同号消息欄
に「このところ版画に非常に興味が出まして盛に彫って
居ります」と記し、その後も 1940 年 3 月高松に転住する
まで同誌に版画作品を発表したという。【文献】辻（川瀬）
千春「植民地期朝鮮における創作版画の展開（5）－釜山
における清永完治と日本人の趣味家ネットワークによる
創作版画誌『朱美』の刊行について－」『名古屋大学博物
館報告』32（2017）（樋口）

西尾喜太三（にしお・きたぞう）
　1937（昭和 12）年 7 月に福岡市西中州県公会堂で開催
されたエッチング講習会（29 ～ 31　講師：西田武雄　主
催：福岡文房堂）に参加。その講習会で制作したと思わ
れる水辺の風景を描いた銅版画が西田主宰の日本エッチ
ング研究所機関誌『エッチング』第 58 号（1937.8）に掲
載されている。また、同号にはエッチングに興味を持っ
た経緯や過去の大家の作品の感想、今後の目標等につい
ての「西田先生」と題した小文も寄稿している。なお、
文中には研究所製プレス機を購入した旨が記されていて、
事実プレス機所蔵者名簿（『エッチング』58）に掲載され
ているが、その後の作品は確認できず。当時、西尾は日
本勧業銀行の福岡支店長の役職についており、西田は同
誌第 59 号（1937.9）掲載の「エッチング講習旅行記（2）」
で「西尾氏は水彩画家なり。その作に接し得ざるも三十
年も絵具屋に奉公せりと」と記し、その技量を評価しつ
つ、日本の実業家として、「忙中閑。否エッチングは閑に
非ず、労なり。即ち勤中労なり。（中略）自然ととりくみ
絵技に精進せんとするもの暁の星より少なし。福岡に過
ぎたるもの一つあり勧銀の支店長なるべし」と賞賛して
いる。『エッチング』第 60 号（1937.10）の「研究所通信」
には 10 月 3 日に西尾が研究所に来訪したとの記事あり。
当時は福岡市鳥飼町に在住。【文献】『エッチング』57 ～
60（加治）
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西尾迪雄（にしお・みちお）1906 ～ 1974
　1906（明治 39）年愛知県岡崎市康生町に生まれる。家
業を手伝いながら、絵画を習う。当時、岡崎では西洋画
への関心が高まり、1925 年に近藤孝太郎・杉山新樹・山
本鍬太郎らが洋画研究会「我々の会」を結成し、第 1 回
作品展覧会（1926.4.14 ～ 20　岡崎図書館）を開催する。
西尾も同人となり、油彩画《静物》5 点を出品する（『試作』
2 － 2　1926.5）。同年近藤から影響を受けた小野英一・村
松隆次・村松ふさは版画同人誌『版画』を創刊。第 3 号
からは短歌の同人誌『草原』と合併し、『試作』（1925 ～
1926）と改題する。西尾は『試作』の同人となり、第 1
年 1 号（1925.6）に《雪景》、第 1 年 2 号（1925.8）に《挿
画「習作」》《夏の海》と表紙絵《畠》、第 1 年 3 号（1925.12）
に《風景》、第 2 年 1 号（1926.2）に《道》《風景》、第 2
年 2 号（1926.5）に《木》、第 2 年 3 号（1926.7）に《海岸》
を発表する。1926 年当時も岡崎市康生町に在住。戦後は
岡崎美術展洋画部の審査員を務め、市内で絵画教室を開
き、新人育成にも尽力を惜しまなかった。1974（昭和 49）
年に逝去。なお、「迪雄」のほかに「路雄」や「道雄」を
使用している。【文献】『近藤孝太郎とその周囲　版画を
中心として』展図録（岡崎市美術館　1983）／『創作版
画誌の系譜』（加治）

西岡真一（にしおか・しんいち）
　大正期の口絵画家。須藤南翠『闇のうつつ』上下巻（樋
口隆文館　1913）に木版口絵を制作。【文献】山田奈々子『木
版口絵総覧』（文生書院　2005 ）（樋口）

西垣敏捷（にしがき・としかつ）
　大阪では 1933（昭和 8）年に前田藤四郎や武田新太郎
らが中心となって版画同人誌『黄楊』を発行する。その
創刊号（1933.8）に《雁首草》を発表。「下手なスケッチ
にみたされた画稿の中に見出したのが此雁首草であった、
それは創作版画の型に当てはめるには風変わりな屈強の
草であったからである」と「作者言」に言葉を寄せている。

『黄楊』は創刊号のみ確認。【文献】『創作版画誌の系譜』
（加治）

西川一草亭（にしかわ・いっそうてい）1878 ～ 1938
　1878（明治 11）年 1 月 13 日、京都市上京区（現・中京区）
押小路麩屋町橘町で生花商「花源」を営む傍ら、華道去
風流六代目家元であった西川源兵衛（一葉）の長男とし
て生まれる。本名は源次郎、「一草」は華道名。2 歳違い
の弟に津田青楓がいる。1891 年四条派の絵師竹川友広か
ら運筆を学ぶ。1904 年蒔絵師杉林古香、津田と「小美術会」
を結成し、4月から12月にかけてB4判の図案雑誌『小美術』

（6 冊）を刊行するが、津田の応召と資金難から 1 年で廃
刊する。一草亭は「序」で「小美術は因遁姑息なる今の
図案界に真率の研究を積みて大いに斬新の趣味を鼓吹せ
んとする小美術会機関雑誌なり」として、各冊に収録し
た各人の図案は芸艸堂の多色木版によっている。1 号創刊
当初の 4 月、同誌を持参して 1902 年から京都高等工芸学
校教授となった聖護院の浅井忠を訪ね、批評を乞う。浅
井から強い刺激を受けると共に、浅井を顧問格と目して
交流を深める。6 冊中には一草亭の図案《水車》《紅款冬》

《鴨》《皐月百合》《長尾鶏》等 14 図を掲載する。いずれ
も浅井忠の影響を受けたアールヌーヴォー風の斬新な図
案を描いている。後に 1907 年頃『小美術』の図案を纏め
て『小美術図譜』が芸艸堂から刊行された。浅井との交

わりから武田五一・藤井厚二等と交友すると共に、彼等
から影響を受ける。1904 年頃から挿花教授を始め、浅井・
高安月郊・都鳥英喜・幸田露伴等に生花を教える。1911
年には津田を介し、夏目漱石を知り、以後、漱石の句に

「牡丹剪つて一草亭を待つ日哉」という交流を結ぶ。1913
年去風流七代目を継ぎ、1917 年に発刊した流派の機関誌

『去風洞社報』を、1930 年『瓶史』と改名して挿花芸術
季刊誌とし、その編集を手がける。画集に『一草亭畫譜』

（五彩洞　1922）、『第一畫集』（津田と共作　1930）、『一
草亭第三畫集』（1935）があり、著書に『茶心花語』（実
業之日本社　1931）、『風流百話』（創元社　1933）等があ
る。華道の他、茶道・焼き物・造園等にも才能を発揮する。
1938（昭和13）年3月20日洛東浄土寺の自宅で逝去。【文献】

『花道去風流七世　西川一草亭　風流一生涯』（淡交社　
1993）／『津田青楓の図案　芸術とデザイン』（芸艸堂　
2008）／『浅井忠の図案―杉林古香関連図案』展図録（佐
倉市立美術館　2015）（森）

西川藤太郎（にしかわ・とうたろう）1906 ～ 1991
　1906（明治 39）年 7 月 6 日東京市下谷区に生まれる。
1921 年から親戚筋の漢学者・篆刻家の酒井支山に師事し、
篆刻の道に進む。翌年より支山の影響で木口木版を始め
る。1927 年川端画学校日本画部に入学し、1930 年卒業。
展覧会へは、1936 年第 5 回日本版画協会展に《てうせん
あざみ》《けいとう》（石刻版）が初入選。以後、第 6 回
展（1937）に《罌粟》《静物》、第 7 回展（1938）に《とり》

（石刻版）《ざくろ》、第 9 回展（1940）に《蔵書票・家、
船》、第 12 回展（1943）に《静物》を出品。1944 年には
会友に推挙された。また、創作版画誌へは、1937 年の『白
と黒』（第三次　白と黒社）第 1 年 2 号（1937.3.1）に《青
麦》、第 1 年 3 号（1937.5.1）に《部屋の一隅》を発表し
たほか、刊行年は不明であるが『版画蔵票』（白と黒社　
1937 ～ 1938 頃か）第 1 号に《ランプ》、第 2 号に《装画

（鷹羽氏用）》、第 4 号に《洋燈（大矢氏用）》、第 5 号に《水
鳥の図（川口稔氏用）》を発表した。戦後は第 23 回日本
版画協会展に再び会友として《渚》《散歩する傘》を出品。
その後も出品を続け、1968 年の第 36 回展で会員に推挙さ
れた。1978 年には『木口木版版画集　懐古帖』（1978.7　
私家版　限定 70 部）を刊行。1991（平成 3）年 12 月 8 日
東京都で逝去。翌 1992 年の第 60 回記念日本版画協会展
に遺作《盧遮耶佛在す東大寺金堂（大佛殿）》《ランプ》《新
春迎客炉》《四ツ玉時計》が並んだ。【文献】『昭和期美術
展覧会出品目録　戦前篇』（東京文化財研究所　2006）／

『第 60 回記念日本版画協会画集』（1992）／『日本の木口
木版画―明治から今日まで―』展図録（板橋区立美術館
1993）／『創作版画誌の系譜』（三木）

西川正信（にしかわ・まさのぶ）
　1923（大正 12）年 5 月の第 5 回日本創作版画協会展に
木版画《風景》が初入選。翌 1924 年 11 月の第 6 回展に
もリノカット《風景》を出品。出品時は大阪に住む。また、
旭正秀らの『詩と版画』第 3 輯（詩と版画社　1923.7）に
木版画《冬の並木道》、第 12 輯（1925.7）に木版画《エキ
ス・リブリス》を発表した。【文献】『第五回日本創作版
画協会展覧会目録』『日本創作版画協会第六回展覧会目録』

（1923・24）／『大正期美術展覧会出品目録』（東京文化
財研究所　2002）／『創作版画誌の系譜』（三木）
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西澤笛畝（にしざわ・てきほ）1889 ～ 1965
　1889（明治 22）年 1 月 1 日東京浅草に生まれる。本名
は石川昻一。1913 年荒木寛畝に入門。寛畝没後は荒木十
畝に師事する。1913 年人形玩具の蒐集家として知られる
実業家・西澤米次郎（号・仙湖）の長女・勝子と結婚、
西澤姓となる。師風を継承し、花鳥画を得意とする。第 9
回文展（1915）に《八哥鳥の群れ》が初入選、以降は文展・
帝展・新文展・日展などに出品を続ける。この間、日本
画制作の傍ら、義父仙湖の影響をうけ、内外の人形の蒐
集・研究にも熱心で、自家珍蔵の雛人形百種を描いた『雛
百種』上中下（1915　解説含 4 冊）や『端午玩具集』上
下（1925）、『人形集成』第 1 ～ 10 輯（1932　100 図内木
版 20 図）、『御所人形十二題』（1939）などの木版画集を
いずれも芸艸堂から刊行。「にんぎょう博士」と呼ばれた
清水晴風が出版した玩具画集『うなゐの友』初編（1893.10）
から第六編（1913.6）を、清水没後は芸艸堂の勧めで西澤
が引き継ぎ、第七編（1917.5）から第十編（1924.8）まで
完成させる。また 1931 年には人形研究家・山田徳兵衛（人
形問屋吉徳の第 10 代当主）や石井柏亭・笹川臨風らとと
もに「童宝美術院」を結成し、「童宝美術院展覧会」を開催。
1936 年には自宅に人形玩具の研究所「西澤童宝文化研究
所」を設け人形芸術の普及をめざした。これまで蚊帳の
外に置かれていた人形を「美術」として位置付けるべく
奔走し、1936 年 2 月の改組第 1 回帝展第 4 部美術工芸に
鹿児島寿蔵・堀柳女など 6 作家、同年 10 月の昭和十一年
文展第 4 部美術工芸に久保佐四郎・高濱かの子など 6 作
家の人形が初入選をはたすなど昭和初期の人形芸術運動
を主導した。『大東亜玩具史』（大雅堂　1943）、『日本郷
土玩具事典』（岩崎美術社　1965）などの人形玩具に関す
る研究書も多数著作し、人形玩具研究家としても知られ
る。文化庁の無形文化財保護委員会専門審議委員、日本
工芸会初代理事長を務めるなど晩年まで人形芸術の発展
に尽した。1965（昭和 40）年 10 月 24 日逝去。人形に関
わるもの以外の版画としては、赤穂浪士の事跡をまとめ
た木版画集『義士大観』第 9 輯（義士出版会　1921）に

《征雁一聲》1 図と磯田長秋・川崎小虎ら 6 作家による『大
正震火災木版画集』（東京湯島・画報社　1924　全 36 景）
に《黄昏の日本橋》《震火災後の三越》《震後のニコライ
堂》《焼残りたる浅草観音堂》《国技館炎上》《八幡宿噴水》
の 6 景が知られる。1943 年日本版画奉公会会員。没後に
西澤コレクションの一部 4,300 点ほどがさいたま市の所蔵
となり、2020 年日本初の人形専門公立博物館として「（仮
称）岩槻人形博物館」の開館が予定されている。【文献】

『美術週報』2 － 32（1915.5）／『美之國』13 － 2（1937.1）
／『版画にみる東京の風景－関東大震災から戦前まで－』
展図録（大田区立郷土博物館　2002）／『人形に捧げた
生涯　西澤笛畝の足跡』展冊子（さいたま市文化施設建
設準備室発行　うらわ美術館　2015）／『エッチング』
123（樋口）

西澤哲村（にしざわ・てっそん）
　武井武雄が主宰する年賀状交換会「第一回版交の会」（第
三回からは「榛の会」と改称）の会員（1935）で、当時
の住所は「兵庫県武庫郡芦屋　藤ヶ谷荘園内」。また昭和
10 年代頃と思われる小川茂麻呂画による西澤哲村蔵版の
木版絵葉書集『劇に因む宝船』第 1 集～第 3 集（各 2 葉組）
の刊行が知られる。【文献】『第一回版交の会　会員〔名簿〕』

（1935）／蒐堂版画目録『浮世絵　現代版画』38（1997）
（樋口）

西島　亮（にしじま・とおる）
　長野県長沼の小学校教員か。1930 年の第 5 回一九三〇
年協会展に油彩画《吉祥寺風景》が入選。1933 年夏に須
坂の小林朝治が平塚運一を講師に招いて開催した版画講
習会に出席か。この講習会をきっかけに結成された「信
濃創作版画研究会」（上高井郡須坂小学校内）に参加。同
会の発行する版画誌『櫟』の第 1 輯（1933.8.11）に木版画《裸
婦》を発表。その後も第 2 輯（1934）に《賀状》（賀状の
住所は「信州上水内郡長沼村」とある）、第 3 輯（1934.7.1）
に《冬田》、第 4 輯（1934.11.20）に《郷津風景》、第 5 輯

（1935.4）に《賀状》、第 8 輯（1935.12）に《砂丘》を発表。
また、小林が 1934 年 6 月に「下水内手工研究会」（下水
内郡秋津小学校内）で開いた第 2 回版画講習会の開催に
協力。同研究会の発行した版画誌『葵』第 1 号（1934.9.20）
に《鳶尾》（名前の表記は「西嶋」）を発表した。県外で
は、東京の料治熊太の主宰する『白と黒』第 43 号（白と
黒社  1934.1.1）に《冬田》、第 44 号（1934.2.1）に《駅小景》、
第 45 号（1934.3.1）に《小品》、第 46 号（1934. 4.1）に《佐
渡風景》、『版芸術』第 23 号万国民芸土俗玩具号（1934.1.1）
に《二頭立馬車（ロシヤ）》、第 24 号続万国民芸土俗玩具
号（1934.3.1）に《人形の家（ドイツ）》を発表。また、青
森の『陸奥駒』第 16 集（夢人社　1934.12.30）に《年賀
状》を発表した。その後、1935 年の第 4 回日本版画協会
展にも木版画《風景》4 点が入選している。【文献】『大正
期美術展覧会出品目録』（東京文化財研究所　2002）／『昭
和期美術展覧会出品目録　戦前篇』（東京文化財研究所　
2006）／『創作版画誌の系譜』（三木）

西田數雄（にしだ・かずお）1908 ～没年不詳
　1908（明治 41）年の生まれ。本郷絵画研究所で岡田三
郎助に学ぶ。1927 年の第 4 回白日会展に油彩画《雪》が
入選。その後も第 5 回展（1928）に版画《乃木坂風景》、
第 7 回展（1930）に版画《裸婦》、第 8 回展（1931）には
油彩画《椿》を出品したが、版種は不明。また 1929 年の
第 16 回光風会展に油彩画《裸女》が入選。他に春台美術展・
第一美術協会展にも出品していたようである。1932 年か
ら 4 年間渡欧。帰国後は青木大乗の主宰する「新燈社展」
にも出品し、後に同人となった。また、1942 年の第 2 回
航空美術展に油彩画《航空總監賞と弟》、翌 1943 年の第 3
回展にも油彩画《雨下の鵬翼陣》を出品した。1944 年頃
は兵庫県西宮市羽衣町に住む。【文献】『現代美術家総覧』

（美術年鑑社　1944.3）／『白日会展総出品目録〈第 1 回
～第 59 回〉』（白日会　1984）／『大正期美術展覧会出品
目録』（東京文化財研究所　2002）／『昭和期美術展覧会
出品目録　戦前篇』（東京文化財研究所　2006）（三木）

西田小一郎（にしだ・しょういちろう）
　1931（昭和 6）年 8 月に大分で開かれた「創作版画講習
会」（3 ～ 7　大分県師範学校　講師：平塚運一　主催：
東京版画倶楽部）に参加。作品は未見。【文献】『郷土図画』
1-5（大分県美育研究会 1931.10）（三木）

西田　英（にしだ・ひで）
　1941 年 3 月、大阪在住だった銅版画家・高羽敏が中心
となって開催された西田武雄を囲む「エッチャー小集」に、
中井平三郎（京都）・武藤完一（大分）・今井退蔵（神戸）・
西村貞（大阪）らとともに参加する。作品は未見。【文献】
武藤隼人『版画家・武藤完一資料集（戦前篇Ⅰ）－作家
年譜を中心として－』（東京学芸大学大学院教育研究科修
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士主論文　2010.2）（樋口）

西田武雄（にしだ・たけお）1894 ～ 1961
　1894（明治 27）年 7 月 11 日三重県一志郡七栗村大字森
に生まれる。6 歳の時、横浜の大川福松の養子となり横浜
での生活が始まるが、戸籍は西田姓を使用。1909 年横浜
商業学校に入学。在学中に美術に興味を持ち、日本水彩
画会研究所横浜支部に通い、大下藤次郎・水野以文に学ぶ。
1913 年の第 1 回日本水彩画会展に《支那町の午后》を出
品。同年の日本水彩画会研究所横浜支部の解散を受け、
翌年には小石川区水道橋の日本水彩画会研究所の近くに
下宿し同研究所に通う。同年第 8 回文展に水彩画《倉入
れ》が入選。1915 年 3 月には横浜商業学校からの卒業証
書を得ることができぬまま、徴兵検査のために帰郷。同
年 5 月第 2 回日本水彩画会展にペン画《母の顔》が入選。
12 月台湾歩兵聯隊に入隊し、1917 年に兵役を終えて帰郷。
翌年上京。本郷洋画研究所に入所し、岡田三郎助の指導
をうける。1919 年頃よりエッチングに興味を持ち独学で
努力するが理解できないことがあって、岡田に教えを願
うと共に、東京美術学校製版科主任結城林蔵を紹介して
もらい、エッチングの習得に努める。1911 年の第 3 回日
本創作版画協会展にエッチング《寂しき卓子》《自画像》

《裸体素描》を出品。同年、友人の勧めで、中国旅行をす
る。1922 年 8 月帰国。大久保百人町に住み、ロンドンよ
り取り寄せた銅版画プレス機を組み立て、エッチング研
究に没頭。1923 年の『みづゑ』に「エッチングの描き方」
を連載するまでになる。この頃から『みづゑ』『アトリヱ』
を中心に執筆活動を開始。同年 5 月の第 5 回日本創作版
画協会展にエッチング《寂しき松》の出品を最後に公募
展への出品を止める。この頃まで活動の主軸は、画家と
して独立するための努力であったが、9 月 1 日の関東大震
災との遭遇、次いで 11 月の室内社画堂開設によって、画
廊主人・経営者としての活動に主軸を置いて行く。
　室内社画堂は丸ビルから、翌年（1924）3 月に京橋の日
米信託ビル 2 階に移転し、同ビル内に展覧会会場を併設
し、岡田三郎助・中沢弘光・石井柏亭・田辺至等の個人
展の他、西洋美術展・諸大家小品展等々の企画展を開催
する。一方で、1927 年にエッチング研究者にプレス機を
貸与したり、月 2 回程の出張授業を行ったりしてエッチ
ングの普及活動も行う。同年 12 月に室内社画堂は麹町区
麹町に移る。1931 年 2 月室内社画堂脇に、銅版画家の育
成とエッチングの啓蒙活動のため、加えて前年に出版し
た著書『エッチングの描き方』（木星書院）の反響に後押
しされて、「日本エッチング研究所」を設立。さらに同年

『西田武雄デッサン集』（春鳥会）、『西田武雄エッチング集』
（室内社画堂）を出版した。翌 1932 年には美術雑誌『エッ
チング』（126 号からは日本版画奉公会の機関誌として『日
本版画』と改題、133 号（1944）で終刊）を創刊。同誌は
エッチングの普及を根幹に置きながら、創作版画・近代
美術史に関する資料の紹介、さらに戦時下の版画家達の
動向を知る上で貴重な雑誌となる。1931 年から『みづゑ』
に連載していた「画工志願」をまとめ、1933 年に日本エッ
チング研究所出版部より刊行。また『エッチング』誌上
に数多くの明治美術資料を発掘・紹介し、1935 年の『ア
サヒグラフ』に「回顧 70 年明治初期洋画」を執筆した他、
平木政次著『明治初期洋画壇回顧』（1936）を日本エッチ
ング研究所から出版し、序を執筆するなど、明治美術の
紹介者としての位置を明らかにする。
　日本エッチング研究所設立趣意書（1931）に「エッチ

ングの研究を画堂経営のかたはら、続けてゆきたいと思
います」と述べているが、全国各地を巡回してエッチン
グの講習会を開催し、多くの銅版画家を育てた事一つを
取り上げても、その活動は「傍ら」などとは思えない活
躍ぶりで、実質的な成果を上げている。1938 年に謄写
版インキの製造販売を目的とした広山インキ製造所を設
立。一時期今純三・関野凖一郎も携わる。1940 年田辺至
を会長に迎え、「日本エッチング作家協会」を設立し、会
員・準会員は合わせて 21 名を数え、評議員には今純三・
曽我尾武治・中井平三郎・武藤完一・西田の 5 名がなる。
同年 12 月に資生堂で第 1 回エッチング展を開催。以後、
1941・42 年と計 3 回の展覧会を開催。1943 年 5 月、大政
翼賛会文化部の指導の下、「日本版画奉公会」（会長：岩
倉具栄）が結成され、常務理事として活動。事務所は麹
町の西田方に置かれる。1945 年に室内社画堂が戦災に遭
い、郷里の三重県一志郡榊原に疎開。敗戦を郷里で迎え、
以後、東京に戻ることなく定住する。この頃から使用さ
れる号の「半峰」（はんぽう）は、日本版画奉公会の略語

「版奉」を捩ったもの。郷里では、地元の新聞や雑誌に寄
稿していた他、1948 年に『美術手帖』に「絵の値段」を
執筆する。1952 年 1 月 1 日から絵葉書 5 万通を目標に描
き、各地の知友に、没年まで送り続けるが、結果的には
26,744 通であった。1960 年に名古屋 CBC テレビで「半峰
の生活」が放映される。翌 1961（昭和 36）年 7 月 26 日
逝去。戦後は美術的活動からは遠ざかっていた。【文献】
今井貞吉「画人西田半峰」『芸術三重』16（三重県教育委
員会　1977）／島田康寬「西田武雄と『エッチング』」・「西
田武雄年譜」（復刻版『エッチング』別冊　臨川書店　
1991）（河野）

仁科宗一郎（にしな・そういちろう）　
　長野県安曇郡の小学校教師たちは、教育者・版画家と
して活躍していた郷里の先輩武田新太郎を顧問に迎えて

「黄樹社」を組織し、版画同人誌『黄樹』（1937 ～ 1938）
を発行した。その創刊号（1937.3）に《ドンド焼》、第 2
号（1938.5）に《窓》を出品。当時、北安曇郡池田小学校
に勤務。戦後、『信濃池田町史話』（柳沢書苑　1964）、『池
田町歳時記：年中行事』（柳沢書苑　1980）などの執筆や
池田町有線での史話を通じて池田町の民俗・文化財の紹
介を行っている。【文献】『創作版画誌の系譜』（加治）

西村ソノ（にしむら・その）1918 ～
　1918（大正 7）年 4 月 12 日西村伊作の四女として和歌
山県新宮町に生まれ、その後、一家は上京する。父・伊作は、
1921 年東京で各種学校として文化学院を創設し、自由主
義教育を実践。ソノも入学し、教育を受ける。同学院の
専修科では 1933 年の秋からエッチング講習会を行なうよ
うになり、女学部でも 1934 年 3 月 7 日、赤城泰舒の指導
のもと、日本エッチング研究所の西田武雄を講師に招き、
エッチングの実習（受講者 10 名）を行った。女学部 3 年
在学中のソノも受講し、その時制作した人形を描いた銅
版画が研究所機関誌『エッチング』第 17 号（1934.3）に
掲載されている。卒業後は外交官の娘の教育係兼話相手
としてプラハに渡航。外交官一家が帰国した後は、プラ
ハ総領事館に勤務する杉原千畝（ユダヤ人にビザを発行）
の子供の家庭教師となるも、杉原がドイツに赴任したた
め、ソノはウィーンに移り、絵画の勉強をつづけた。第
二次世界大戦中も帰国せず、戦後も海外で生活を送って
いる。近年は結婚し、ソノ ･ 西村 ･ ベガートとなり、文
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化学院に関係する美術家作品を展示するルヴァン美術館
（長野県軽井沢町）の館長を務めている。【文献】『エッチ
ング』12･17 ／「西村ソノ　戦時下の欧州を勇気と美貌で
生き抜いた女性」（インターネット検索　2017.6.30）（加治）

西村常雄（にしむら・つねお）
　戦前の朝鮮において、詩人・内野健児（1931 年からは「新
井徹」のペンネームを使用）が創刊した文芸誌『耕人』（耕
人社　1922.1 ～ 1925.12　全 45 冊）に西村は創刊号より詩・
戯曲・童謡・感想などを発表、第 3 巻第 4 号〔28 号〕（1924.4）
では農耕風景を描いた表紙絵を自刻木版画で制作する。
同号「終記」に「多田〔毅三〕氏から表紙画を戴いたが
製版の都合上西村氏の木版の方を先に用ふることになっ
た」とあり、以降も第 3 巻第 12 号〔36 号〕（1924.12）ま
で自刻木版画で街や郊外風景、耕作する農夫などの表紙
絵を制作。第 4 巻第 1・2 号〔37・38 号〕（1925.1・2）で
は扉絵〔自刻木版〕を担当（表紙絵は多田毅三）、第 4 巻
第 6・7・9 号〔42・43・45（終刊号）〕（1925.6 ～ 12）で
再び自刻木版画による表紙絵《〔壷〕》《ホイットマン》《秋
の朝》を制作している。第 1 巻第 4 号（1922.5）の「耕人
支社」欄によると、当時の住所は「福岡県直方町壽舘横」

（その後「同町外正牟田櫻屋前」に移る）で、西村は当時
福岡県直方で活動していたらしい。なお、渡鮮（1921.3）
以前の内野は、1920 年 3 月県立広島高等師範学校卒業後、
同年 5 月応召されるまで福岡県直方市の県立鞍手中学校
の国語教師をしており、あるいはこの頃に西村との出会
いがあり、西村が『耕人』と関わるようになったとも考
えられるが、詳細は不明。【文献】『耕人』1 ～ 45（耕人
社　1922.1 ～ 1925.12）／「内野健児年譜」『海峡』7（社
会評論社　1978.3）／辻（川瀬）千春「植民地期朝鮮に
おける創作版画の展開（2）－京城における日本人の活動
と「朝鮮創作版画会」の顛末－」『名古屋大学博物館報告』
31（2016）（樋口）

西村　貞（にしむら・てい）1893 ～ 1961
　1893（明治 26）年 12 月 12 日大阪市に生まれる。在野
の美術史家として知られる。松原三五郎に洋画を習い、
京都市立絵画専門学校に学び、明治大学を中退。最初は
主にルネッサンス絵画を研究し、『文芸復興期の美術』（聚
英閣　1921）を出版。1921 年から 1923 年にかけて欧州遊
学。帰国後は、日本美術の研究に転じ、奈良県下の石仏
を調査。その後は茶道・庭園・初期洋風画などについて
も研究を進めた。著書に『南都石仏巡礼』（太平洋書房　
1929）、『奈良の石仏』（全国書房　1943）、『日本初期洋画
の研究』（全国書房　1945）、『キリシタンと茶道』（全国
書房　1948）、『南蛮美術』（講談社　1958）などがあり、
1954 年には『民家の庭』（美術出版社　1953）で第 9 回毎
日出版文化賞（人文・社会部門）を受賞している。版画
に関しては、神戸の南蛮美術の蒐集家池長孟との交流か
ら 1925 年頃よりわが国の初期銅版画に関する論文を発表
し、それらの論考をまとめた『日本銅版画志』（書物展望
社　1941　全国書房）が知られているが、若い時には作
品も制作し、1913 年に彫刻家の天岡均一らと第 1 回雑草
社作品展（7.18 ～ 20　堺・大沢陶器店）を開催し、油絵・
版画・団扇絵を出品。また同年、東京で片岡鐵兵・上羽
秀夫と「路上社」を結成。三人誌『路上』処女号（編修
発行人：上羽秀雄〔夫〕　12.10）に木版画《郊外の日曜》《十二
階下の女》《MERRY-GO-ROUND　NO　ONNA 木馬館の
女》（3 点とも職人摺、貼り付け）、ペン画図版《裏坂町の

女》《浅草のとある夜》《東横堀川の一部》、木版カット《瓶》、
詩、論文などを発表している。次号の予告があるも未刊か。
1961（昭和 36）年 3 月 3 日京都市で逝去。【文献】『みづゑ』
103（1913.9）／『日本美術年鑑』昭和 37 年版（東京国立
文化財研究所　1963）／『創作版画誌の系譜』（三木）

西村俊夫（にしむら・としお）
　1931（昭和 6）年の第 4 回プロレタリア美術大展覧会

（11.28 ～ 12.13　東京自治会館）に版画《赤色野球聯盟を
作れ》、ポスター《ソヴィヱートロシアへ労働者代表を送
れ》を出品。【文献】『昭和期美術展覧会出品目録　戦前篇』

（東京文化財研究所　2006）（三木）

西村蒲堂（にしむら・ほうどう）
　Japan Print Gallery（Notting Hill Gate, London）の調
査によると、1935 ～ 1941 年頃にかけて、版元・竹村秀雄
から「蒲堂」名で《桜とハト》《蓮》《木蓮とべにとおう
む》など多数の花鳥画の木版画が刊行されているが、こ
れらは大正期の頃に制作された小原祥邨などの輸出用木
版画や昭和初期にマリア画房（京都）から刊行された千
種掃雲・土屋楽山の洋草画譜や花鳥画譜を模刻したと思
われる作品が多いとの指摘がある。竹村秀雄は昭和初頃
から戦中にかけて横浜で版元兼販売活動を行っていたよ
うだが、「西村蒲堂」の経歴も含め、詳細は未調査。【文献】

「The　Japanese　Art　Open  Database」（JAODB item 
details 2017.7.25）（樋口）

西村真琴（にしむら・まこと）1883 ～ 1956
　1883（明治 16）年 3 月 26 日長野県東筑摩郡松本に生
まれる。植物学者であり、マリモの研究や人型ロボット

「学天則」の製作などでも知られる。1904 年県立松本中
学校を卒業。広島高等師範学校へ進み、1908 年同校博物
学科を卒業。京都府乙訓郡向日町小学校の代用教員とな
り、のちに同校校長となる。1910 年満州に渡り、遼陽の
小学校校長を経て南満州医学堂（後の奉天医科大学）の
生物学教授となる。1915 年渡米。コロンビア大学に学び、
1920 年同校の博士号を取得。1921 年北海道帝国大学附属
水産専門部教授となり、1927 年阿寒湖のマリモの研究で
東京帝国大学より理学博士号を取得。同年退官した。洋画・
版画の制作は、この北海道帝国大学水産専門部教授時代
のことである。1923 年 10 月に学内の美術団体である「黒
百合会」の第 16 回展に初めて出品。1925 年には北海道大
学予科学生の外山卯三郎らによって「札幌詩学協会」が
創立され、同人誌『さとぽろ』が創刊（1925.6.1）されたが、
同誌の第 3 号（1925.8.1）から参加し、第 19 号（1927.12.5）
まで版画や詩など発表。また、第 14 号（1926.12.20）か
らは編集発行人となり、16 号（1927.3．8）まで担当して
いる。同誌に発表された木版画は、第 3 号（1925.8.1）に

《バンジャラスの祈》、第 4 号（1925.9.1）に《夜を眠る猫》、
第 5 号（1925.10.1）に《森に送らるる音楽家》《ふたり静》、
第 6 号（1925.11.1）に《十戒》《油の心》、第 7 号（1926.1.1）
に《白鳥》、第 9 号（1926.3.5）に《氷柱》、第 10 号（1926.5.5）
に《地上の或日》、第 11 号（1926.7.5）に《表紙》《裏表紙》《生
命の縞》、第 12 号（1926.10.1）に《常在》、第 13 号（1926.11）
に《神の火》、第 14 号（1926.12.20）に《ともしび》、第
15 号（1927.1.18）に《扉絵奉追》《無題》、第 16 号（1927.3.18）
に《表紙》《扉絵》〔同一作品〕、第 19 号（1927.12.5）に

《土から》であった。またその間、1925 年の「北海道美術
協会」結成には名誉会員として参加。9 月の札幌詩学協会
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主催の第 1 回版画展（25 ～ 27　札幌商業会議所）に木版
画《森に送らるる音楽家》《詩を見る人》《陰と陽》《華や
かなる幻想》《夜をねむる》など 11 点を出品。1 回だけの
開催ではあったが、北海道における最初の創作版画展で
あった。続く 10 月の第 19 回黒百合会（9 ～ 11　中島公園・
育児園）に《静物》《行く所まで》（各油彩画か）などを
出品。11 月の札幌詩学協会第 1 回洋画展（11 ～ 15　札幌・
太平館）にも出品か。また、1927 年 12 月には、「西村博
士送別作品展」（3 ～ 5　札幌・丸井　主催：さとぽろ社）
が開催され、油彩画 25 点、淡彩スケッチ 28 点、木版画 6
点を出品。小熊捍らの賛助出品 7 点も並べた。1927 年の
北海道大学退官後は、大阪毎日新聞社に入社し、大阪府
豊中市に住む。1928 年人間型ロボット「学天則」を製作し、
京都で開かれた昭和天皇御大礼記念博覧会に出品。1936
年大阪毎日新聞社会事業団に全国的な保育団体である「全
日本保育連盟」結成。初代理事長に就任。1945 年大阪毎
日新聞を退社。戦後は、1947 年に大阪府豊中市市議会議
員に当選。その後、豊中市中央公民館館長となり、また
神戸市の頌栄短期大学で生物学などを教えた。1956（昭
和 31）年 1 月 4 日大阪府豊中市で逝去。【文献】今田敬一

『北海道美術史　地域文化の積み上げ』（北海道立美術館
1970）／『札幌・大正の青春―雑誌『さとぽろ』をめぐっ
て―』（札幌市教育委員会　1978）／荒俣宏『大東亞科學
綺譚』（筑摩書房　1991）／井内佳津恵『田上義也と札幌
モダン―若き建築家の交友の軌跡』（ミュージアム新書 22  
北海道新聞社　2002）／長山靖生『奇想科学の冒険　近
代日本を騒がせた夢想家たち』（平凡社新書 379　平凡社
2007）／『創作版画誌の系譜』（三木）

西村義人（にしむら・よしと）1910 ～ 1982
　1910（明治 43）年熊本県宇土郡不知火村に生まれる。
1931（昭和 6）年東京美術学校卒業後、兵庫県立伊丹中学
校教諭を経て、1936 年福岡県立柳川高等女学校教諭とな
る。1938 年朝鮮に渡り、同年釜山中学校教諭、1940 年晋
州師範学校教諭に転任し、同年応召される。戦後は帰熊
し、熊本市内の中学校で教諭として活動の傍ら、1954 年
頃より絵画制作を再開。1957 年第 8 回日展に油彩画《静物》
が初入選、以降 8 回入選を重ねる。1968 年退職し、同年
8 月渡仏（翌 1969 年 11 月まで）。1972 年清原武則・西山
進と「三樹社」を結成、同年第 1 回展、翌 1973 年第 2 回
展を開催する。1982（昭和 57）年 11 月逝去。没後、2010
年に宇城市不知火美術館で「生誕 100 年記念　西村義人展」
が開催され、『西村義人　生誕 100 年記念画集』（西村義
人生誕 100 年展実行委員会）が刊行された（未見）。版画
の制作は、戦前の釜山で清永完治が発行した版画誌『朱
美之集』第 3 冊（朱美之会　1940.12）に《小品》（単色木
版）を発表。当時の住所は晋州府大正町 34。なお、1934
年 8 月武藤完一が中心となって大分県師範学校で開催さ
れた第 6 回夏期図画講習会（講師に西田武雄を迎えたエッ
チング講習会　1 ～ 5 日）の参加者で、当時福岡県山門郡
城〔内〕村で教員勤務と思われる「西村義人」のエッチ
ング《〔教室風景〕》が『エッチング』22 号（1934.8）に
掲載されているが、前述の『朱美之集』第 3 冊の発表者
と同一人かは確認できていない。【文献】宇城市不知火美
術館「西村義人年譜」（2010）／辻（川瀬）千春「植民地
期朝鮮における創作版画の展開（5）－釜山における清永
完治と日本人の趣味家ネットワークによる創作版画誌『朱
美』の刊行について－」『名古屋大学博物館報告』32（2017）
／『エッチング』22（樋口）

西本信次郎（にしもと・しんじろう）
　兵庫県では、1935 年に阪田吉郎が版画への理解とその
普及をめざし、「西日本新版画制作普及協会」を創設し、
その機関誌として趣味の版画研究誌『西日本新版画』を
発行する。その第 1 年 2 輯（1936.10）に《車中書見》《風景》

《スケッチ帳より　街頭書見》、第 2 年 1 輯（1937.3）に《会
長》、第 2 年 2 輯（1937.7）に《版画閣》、第 2 年 3 輯（1937.12）
に《大阪ユキ急行列車》、第 3 年 1 輯（1938.4）に《車中
読書》を発表。現在『西日本新版画』は 1 － 2､ 2 － 1 ～
3､ 3 － 1、3 － 2 の 6 冊を確認している。【文献】『西日本
新版画』2-3･3-2 ／『創作版画誌の系譜』（加治）

新田　穣（にった・じょう）1905 ～ 1949
　1905（明治 38）年 3 月 7 日和歌山県東牟婁郡勝浦村に
生まれる（一説に 1904 年生）。和歌山県立新宮中学校に
学ぶも、在学中に父が亡くなり中退。大阪商船株式会社

（勝浦支店か）に事務員として勤める。1929 年頃より中学
時代の同級生杉本義夫と版画の研究を始め、1931 年の第
1 回新興版画会展（6.21 ～ 25　新宿・三越、大分展：8.5
～ 6　大分市竹町・丸吉）に木版画《タンクのある風景》

《勝浦風景》が初入選。展評には「タンクのある風景には、
聊かデツサンの不満はあるが版画として生きてゐる、も
つと白と黒の版画を御勧め致したい」（きつつき一会員「新
興版画第一回展覧会批評」『版画 CLUB』3 － 2）とある。
翌 1932 年の自刻賀状葉書展（1.16 ～ 20　神田・文房堂）
に出品。図版は『版画 CLUB』第 4 年第 2 号（1932.2.20）
に掲載された。その後も 5 月の第 7 回国画会展に《湯川
風景》、6 月の第 2 回日本版画協会展に《窓外風景》《海岸
の岩》《勝浦港風景》《風景》が入選。『版芸術』第 9 号全
日本版画家年賀状百人集（白と黒社　1932.12.1）に《年賀
状》を発表した。また、同年 4 月には小野忠重らによる

「新版画集団」の結成に参加し、同集団の機関誌『新版画』
第 1 号（1932.6.20）に《忘帰洞》、第 2 号（1932.7.10）に

《紀伊国勝浦港風景》《紀伊風景》、第 4 号（1932.9.15）に
「とりとめもない風景」として《吹屋の街》《樹間の海》《勝
浦港外風景》《勝浦港内風景》《那智村風景》の 5 点、第 5
号（1932.10.10）に《〔日〕傘》、第 6 号（11.15）に《南紀
小品》《南紀風景（瀧）》、第 9 号（1933.6.13）に《女習作》
を発表。『賀状集　新版画』（藤牧義夫編　1934.2）にも作
品を寄せた。また、同集団の第 1 回展（1932.10.15 ～ 20）
に《風景 A》《風景 B》《紀伊勝浦風景 A》《紀伊勝浦風景
B》《紀伊勝浦風景 C》、第 2 回展（1933.3.1 ～ 6）に《紀
伊勝浦風景》、東京新版画集団展（1933.7.19 ～ 21　岐阜・
丸物）に《紀伊勝浦港風景》《忘帰洞》、第 1 回版画アン
デパンダン展（1934.6.12 ～ 14　神田・東京画廊）に《紀
伊勝浦風景》を出品。この版画アンデパンダン展出品を
最後に「新版画集団」から離れたようである。退団後は、
1935 年の第 4 回日本版画協会展に《南紀風景 A》《南紀風
景 B》、翌年の第 5 回展に《南紀鬼ケ島 A》《南紀鬼ケ島
B》《南紀勝浦》を発表している。一方、地元にあっては、
1932 年に杉本義夫らと創作版画の団体「熊野きつゝき会」
を結成し、第 1 回展（5.19 ～ 21　会場不明）に《勝浦風景》
など 20 点を出品。翌 1933 年 1 月に版画集『勝浦風景画
帖第一輯』（黒白版画 15 点　限定 100 部　未見）を自刊。
10 月には「全熊野美術協会」（後に「熊野美術協会」と改
称）の結成に参加。版画部の会員として、第 1 回展の出
品作品は不明だが、1934 年の第 2 回展（5.11 ～ 14　新宮
公民館）に《海》《溪流》《夏山風景》《森浦風景》《瀞》《「八
呎烏」の表紙》を出品（同展はその後も 1942 年頃まで開
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催されたが、目録は未確認）。1937 年 11 月には版画集『創
作木版　南紀風景』を自刊。その前後か、大阪商船を辞め、
新天地を求めて朝鮮半島に渡り、作品制作に専念。1938
年には版画・パステル展（6.28 ～ 30　京城・三中井）を
開催したが、やがて生活に困窮し、時期は不明であるが
帰郷。帰郷後は新宮に住み、杉本の父の世話で木材協同
組合や新宮市民病院の事務員として働きながら、作品を
制作。戦後は、1947 年に杉本らとともに「全熊野美術協
会展」の再建に参画し、再び版画を出品したものと推定
される。1949（昭和 24）年 5 月 8 日和歌山県新宮市で逝
去。【文献】『第一回新興版画会出品目録』（1931）／『版
画 CLUB』3 － 2、4 － 2（1931.9、1932.2）／『郷土図画』
1 － 5（1931.10）／『新版画集団第一回展覧会目録』『新
版画集団第二回展覧会出品目録』『東京新版画集団展覧会
出品目録』『第 1 回版画アンデパンダン展覧会目録』（1932・
1933・1933・1934）／『第一回版画展覧会出品目録』（熊
野きつゝき会　1932）／『第二回全熊野美術展目録』（1934）
／『和歌山の作家と県内洋画壇展＜ 1912 － 1945 ＞』図
録（和歌山県立近代美術館　1984）／『昭和期美術展覧
会出品目録　戦前篇』（東京文化財研究所　2006）／『創
作版画誌の系譜』（三木）

布尾良作（ぬのお・りょうさく）1905 ～ 1992
　1905（明治 38）年 10 月 8 日富山県氷見郡窪村に生まれる。
旧姓は東海。1921 年氷見郡立農学校を卒業し、富山県師
範学校に進学。在学中は美術部に籍を置く。1925 年同校
を卒業し、氷見郡十二町尋常小学校の教員となる。翌年
布尾節子と結婚し、布尾姓を名乗る。1928 年休職し、県
師範学校の専攻科に進み、「図画・手工」を選修。翌年専
攻科を修了し、氷見郡今町尋常高等小学校に図画教員と
して勤務。1934 年文部省教員検定試験を受け、「師範学校
中学校高等女学校教員（西洋画・用器画）」に合格。1936
年から富山県立氷見高等女学校に勤務し、図画と書道を
教える。またこの頃、東一雄（富山県立氷見中学校）ら
と洋画研究会「蒼潮会」を結成。公募展への初出品の時
期は不明であるが、1938 年には第 15 回白日会展に油彩画

《婦人像》が入選。また、同年夏に富山中学校で開かれた
「夏期エッチング講習会」（8.9　講師：西田武雄・小野忠重）
に東らと参加。『エッチング』第 70 号（1938.8.15）に受講
記「エツチング試作の感想」を寄稿し、自作のエッチン
グ《〔校庭〕》の図版が掲載された。翌 1939 年には小野ら
が主催する第 3 回造型版画協会展に《愛馬と征く》《倉庫
人夫》〔共に木版画か〕が入選。続く 1940 年は、第 27 回
光風会展に油彩画《織筵母子》、造型版画協会展第 4 回展
に木版画《稲扱母子》が入選。《稲扱母子》について、北
川桃雄は「ガツシユで描いて〔いる〕絵みたいだネ。苦
心の割には版画としては損してゐる」（「現代の版画―造
型版画展評―」『浮世絵界』5 － 7）と評している。その
後も第 28 回光風会展（1941）に油彩画《少女》、第 30 回
展（1943）に油彩画《日曜日》を出品した。他に大潮会
展・新構造社展にも出品したようであるが、詳細は不明。
戦後も引き続き氷見高等女学校の教員として勤務してい
たが、1948 年からは富山県立氷見高等学校に異動。1949
年の「富山県洋画連盟」や 1964 年の「氷見市美術協会」
の結成に参画したほか、富山県展（1946 ～ 1991）や氷見
市展（1963 ～ 1992）にも出品。また中央展には、1953 年
の第 39 回展から再び光風会展に出品するようになり、第
40・65 回展（1954・1979）を除き、1972 年の第 78 回展
まで毎回出品し、1957 年の第 43 回展で会友、1961 年の

第 47 回展で会員となった。また、1954 年の第 10 回日展
にも初入選し、1958・1962・1965 年を除き、1966 年の
第 9 回新日展まで出品した。1966 年氷見高等学校を退職。
1968 年に氷見市美術協会副会長、1974 年からは会長を務
めた。なお、晩年は画名を「良策」に改めている。1992（平
成 4）年 10 月 1 日富山県氷見市で逝去。1995 年には氷見
市立博物館において特別展「布尾良策展Ⅰ―日展と光風
会展出品作を中心として―」（10.20 ～ 11.12）が開催され
た。【文献】『造型版画協会第三回展目録』『造型版画協会
第四回展目録』（1939・1940）／『白日会展総出品目録〈第
1 回～第 59 回〉』（白日会　1984）／『現代美術家総覧』（美
術年鑑社　1944.3）／『第 85 回記念光風会目録集』（光風
会　1999）／『布尾良策展Ⅰ―日展と光風会展出品作を
中心として―』図録（氷見市立博物館　1995）／『エッ
チング』68・70・71（三木）

沼　久夫（ぬま・ひさお）
　1932（昭和 7）年の第 5 回プロレタリア美術大展覧会

（11.18 ～ 27　東京自治会館）に版画《白テロ、シコウライ》
を出品。【文献】『昭和期美術展覧会出品目録　戦前篇』（東
京文化財研究所　2006）（三木）

沼尾日乃（ぬまお・ひの）
　東京府下野方の沼袋にあった日本印刷学校の版画研究
会は「常に印刷に関はってゐる関係上、石版、銅版など
復興的な仕事をやってゐますが、創作の上にもいゝ作品、
作者が現れることゝ信じます」という思いで、『日本印刷
学校　創作版画作品集』を発行する。その第 2 輯（1932.3）
に《浴後》を発表。『版画 CLUB』第 4 年 3 号（1932.3）の「新
刊紹介」において、この作品集を評者藤森静雄は「大変
いいものである」と高く評価している。第 2 輯のみ確認（創
刊号は未見）。なお、「日本印刷学校」は社会教育者であ
り社会運動家の希望社・後藤静香が勤労教育実践のため
に印刷技術者の養成学校として設立したもの。【文献】『日
本印刷学校　創作版画作品集』2 ／「勤労女学校や印刷学
校も設立した希望社の後藤静香」（インターネット ･ 検索

『神保町系オタオタ日記　2016-09-23』）（加治）

根上富治（ねあがり・とみじ）1895 ～ 1981
　1895（明治 28）年 1 月 5 日（『日本美術年鑑』昭和 57
年度版による、25 日との説もあり）、山形県酒田市に生ま
れる。本名は富治（とみはる）。荘内中学校卒業後、東京
美術学校日本画科に入学、結城素明に師事する。傍ら本
郷絵画研究所で岡田三郎助にも洋画を学ぶ。在学 4 年時
の 1921 年に第 3 回帝展で日本画《雨後軍鶏の図》が初入
選。1922 年同校卒業。同年 10 月の第 4 回帝展に《飼鷹》
が特選となり、以降は帝展（第 5・6・8 ～ 11・13 回展）・
新文展（第 2・5・6 回展）に出品を重ねる。また 1937 年
頃より帝国美術学校（現・武蔵野美術大学）で教鞭をとる。
1938 年川崎小虎・野田九甫らと「日本画院」を興し同人
となる。戦中は鶴岡に疎開。1941 年椿貞雄・新海竹蔵ら
とともに山形県美術協会結成に参加。戦後は東京に戻り、
1949 年から日展委嘱となり、日展・日本画院などに出品
する。1981（昭和 56）年 1 月 14 日逝去。版画は、荻生天
泉・永田春水との木版画集『瀬戸内三代』（大阪鉄道局　
1935）に《〔鞆の浦　仙酔島〕》（仮称）1 図が知られる。【文
献】『近代絵画－東北の 100 年展』図録（宮城県美術館ほ
か　1989）／『20 世紀物故日本画家事典』（美術年鑑社　
1998）／『山田書店新収美術目録』93（2010.7）（樋口）
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根市良三（ねいち・りょうぞう）1914 ～ 1947
　1914（大正 3）年 11 月 12 日青森市安方町に生まれる。
幼時より芸術に才を見せ、尋常小学校の頃から文章や詩
歌・挿絵を残す。1927 年県立青森中学入学、同期に関野
凖一郎や佐藤米次郎・福島常作らがいた。1930 年に佐藤
と柿崎卓治とともに「緑樹夢社」を結成、創作版画誌『緑
樹夢』を発刊。木版画を手がけ、同 2 号（1930.9）に《少
年像》《艦隊入港》《暑中御伺》を、同 3 号（1931）に《表
紙絵》《トンネルの見える風景》《山》を寄せた。1931 年
に「緑樹夢社」を「青森創作版画研究会」に発展的解消
し、6 月に『彫刻刀』を創刊して《曇天石桟橋》を発表。
翌年 4 月の 9 号にも《オカリナ吹きと友情》で参加する
が、それにて同会を退き、8 月に柿崎や松下千春らと新た
に「餘人社」を結成して『純』を創刊、9 月の 1 号に《風・
波》《白》を寄せた。県外の創作版画誌では『版芸術』5
号（1932.8）の《浅虫・鳥頭岬》、『白と黒』37 号（1933.7）
の《白の練習作（一）》、また『版芸術』や『版画 CLUB』
への年賀状の掲載が確認できる。この間、1931 年の創作
版画倶楽部主催・第 1 回新興版画展に《殺人幻想》が入
選、同年の日本版画協会第 1 回展に《秋の部屋》が初入
選している（以後第 2・3・5・13 回展に出品）。彫摺の技
術は高く、時にシュルレアリスムの構成を思わせる、詩
情漂う作風を持ち味とした。1933 年に個人木版画集『魚
図集』を完成させて上京、翌年 4 月文化学院美術部に進み、
石井柏亭に師事して油絵を学ぶ。また棟方志功の講義も
受けたという。同じ頃石版画にも取り組んだとされる。
1937 年文化学院を卒業して帰郷、1941 年再上京。1943 年
日本版画奉公会会員。戦中は国画会にも木版画を出品し、
同年の第 18 回展と翌年の 19 回展に入選。1944 年 3 月「根
市良三創作版画個展」を銀座ギャラリーにて開催、同じ
頃恩地孝四郎の「一木会」に集い、同年 9 月の『一木集』
Ⅰに《貝とバラ》を寄せ、武井武雄の主催した「榛の会」
にも参加。1944 年の日本版画協会第 13 回展では会員と
なっている。同年帰郷。生来病弱だったが 1945 年頃より
体調を崩し、戦後も創作を続けて 1946 年 5 月の『一木集』
Ⅱに《黒いバラ》を寄せるも、これが絶作となった。1947（昭
和 22）年 5 月 24 日青森県東津軽郡平内村の国立青森療養
所にて 32 歳の若さで逝去。日本版画協会は翌年の第 16
回展で遺作 24 点を展示してその早逝を惜しみ、また遺族
からの寄付を受けて「根市賞」を設立している。【文献】『根
市良三画集』（津軽書房　1969）／『牀上小唱 根市良三
遺稿集』（津軽書房　1969）／『版ニュース』5（輝開　
2000.10）／『緑の樹の下の夢　青森県創作版画家たちの
青春展』図録（青森県立郷土館　2001）／對馬恵美子編「根
市良三版画作品目録」『調査研究年報』29（青森県立郷土
館　2005.3）／『昭和期美術展覧会出品目録 戦前編』（東
京文化財研究所　2006）／『創作版画誌の系譜』（西山）

根来莱山（ねごろ・らいざん）➡川面義雄（かわつら・よしお）

根本霞外（ねもと・かがい）1899 ～ 1975
　1899（明治 32）年 12 月 10 日東京市に生まれる。本名
は治兵衛。大正期、松林桂月に日本画を学ぶ。1926 年第
1 回聖徳太子奉讃美術展に《狐標別韻》を出品（第 2 回展
にも《睡猫》を出品）、1929 年の第 10 回帝展で《梨花淡
月》が初入選。1939 年の第 3 回新文展でも《烏骨雞》を
入選させている。時期は不明だが前川千帆に木版画を学
び、1935 年の日本版画協会第 4 回展で《蟹》《ツマジロ蟹》

《けし坊主》が初入選、以後 1944 年の第 13 回展まで連続

出品。その間 1937 年の第 6 回展で協会賞を受け、1939 年
より会員となった。1942 年の日本版画協会上海展（中日
文化協会虹口事務所）にも出品がある。同年の日本版画
協会横浜展（横浜・野沢屋）で実務にあたるなど協会内
の中心的なメンバーであり、1943 年より協会事務所を自
宅に置いた。同年日本版画奉公会会員。二度の戦災に遭
い協会事務所は恩地孝四郎宅に移るが、戦後も会員とし
て活動した。1960 年協会を退会し、日本版画会（日版会）
に参加。1975（昭和 50）年 5 月 25 日逝去。【文献】『日本
版画協会会報』30（1939.2）／『大正期美術展覧会出品目
録』（東京文化財研究所　2002）／『昭和期美術展覧会出
品目録 戦前編』（東京文化財研究所　2006）／『日本版画
協会史 1931-2012』（日本版画協会　2012）（西山）

根本宏行（ねもと・ひろゆき）
　1938（昭和 13）年の第 2 回造型版画協会展に《山手風景》、
翌 1939 年の第 3 回展に《山の手風景》を出品。版種は不明。
出品時は横浜に住む。【文献】『造型版画協会第二回展目録』

『造型版画協会第三回展目録』（1938・1939）（三木）

能美八重夫（のうみ・やえお）
　福岡県に生まれる。1931 年東京美術学校彫刻科塑造部
に入学。校友会版画部に属し、1932 年の第 14 回版画部展
覧会（7.16 ～ 17　東京美術学校・講堂前廊下）に出品した。
彫刻家としては、在学中の 1933 年第 8 回国画会展に彫刻

《弟の首》が入選。翌 1934 年の第 9 回展にも《習作》を出品。
1936 年 2 月には本郷新・柳原義達らと「造型彫刻家協会」
を結成したが、後に退会。同年 3 月東京美術学校彫刻科
塑造部を卒業。4 月の第 11 回国画会展に《裸婦》を出品
し、国画奨学賞を受賞。1937 年の第 12 回展にも《女の
首》を出品した。1939 年の国展彫刻部解散後の活動は不
明。1972 年頃は愛知県瀬戸市藤四郎町に住む。【文献】伊
藤伸子「東京美術学校校友会版画部 1928-1933」『日本近
代の青春　創作版画の名品』図録（和歌山県立近代美術館・
宇都宮美術館　2010）／『東京芸術大学百年史　東京美
術学校篇　第三巻』（ぎょうせい　1997）／『昭和期美術
展覧会出品目録　戦前篇』（東京文化財研究所　2006）／

『同窓生名簿　東京美術学校　東京芸術大学美術学部　東
京芸術大学大学院美術研究科　昭和 47 年版』（1972.12）　

（三木）

野口紅涯（のぐち・こうがい）1899 ？～没年不詳
　1899（明治 32）年頃の生まれか。日本画家田中頼璋に
師事。関東大震災の記録画として 1924 年から 1926 年に
かけて 13 回に分け頒布された木版画集『大正震災画集』（絵
巻研究会編　日本版画社刊　全 25 図）に《中橋廣小路の
惨状》《業平橋電車通》の 2 図を制作。【文献】清水 澄編

『現代画家番附』昭和 17 年度改正版（美術倶楽部出版部
1942）／『版画にみる東京風景－関東大震災から戦前ま
で－』展図録（大田区立郷土博物館　2002）（樋口）

野口徳次（のぐち・とくじ）1908 ～ 1999
　1908（明治 41）年 1 月 29 日宮崎県北諸郡高城村に生ま
れる。1925 年宮崎県立都城中学校を卒業。母校の高城小
学校の代用教員になり、翌年訓導を拝命。1927 年油絵を
始める。1928 年山之口小学校に移り、翌年退職。1930 年
に上京し、川端画学校洋画科に学ぶ。1931 年東京美術学
校西洋画科に入学。岡田三郎助に学び、1933 年の第 1 回
東光会展に油彩画《青衣座像》が入選。その後も第 2 回
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展（1934）、第 3 回展（1935）と入選を重ねた。また時期
は不明であるが銅版画を試作し、第 5 回日本版画協会展

（1936）に《婦人坐像》が入選している。1936 年松田貞子
と結婚。東京美術学校油画科を卒業し、東京日日新聞社
に入社。東京本社の学芸部記者となる。その後、事業部
を経て、1940 年ニュース映画部に移り、ドキュメンタリー
映画を志す。1941 年文化映画「阿波の木偶」を完成させ、
その演出で文部省文化映画コンクール第 2 回文部大臣賞
を受賞。1943 年には理研科学映画社に移った。1945 年応
召されるも終戦と同時に帰郷復員。戦後は理研科学映画
社に復帰したが 1947 年退職。1948 年郷里高城町に戻り、
宮崎県高城高等学校に奉職。以後、美術教師の道を歩み、
1970 年県立都城泉ヶ丘高等学校を最後に退職。その後も、
東和大学・純真女子短期大学・宮崎女子短期大学・都城
国立工業高等専門学校などの教授・講師として美術教育
に尽力するとともに、高城町文化財保護委員会（のち高
城町文化財保護審議会　1952 ～ 1999）、高城町史編纂委
員会（1973 ～ 1990）の委員・委員長、都城市立美術館初
代館長（1981 ～ 1997、顧問：1997 ～ 1998）などを歴任。
またその間、50 歳を機に公募展に出品するようになり、
1958 年の第 43 回二科展に初入選。以後入選を重ね、1970
年に二科会会友、1981 年に二科会会員となり、晩年まで
出品を続けた。1982 年に第 33 回宮崎県文化賞（芸術部門）、
1988 年に第 20 回都城市文化賞（芸術部門）を受賞。1998
年には文化庁の地域文化功労者表彰を受けた。1999（平
成 11）年 3 月 11 日宮崎県高木町で逝去。2001 年には都
城市立美術館で「野口徳次追悼展」（3.9 ～ 27）が開催され、

『野口徳次画集』が刊行された。【文献】『野口徳次画集　
1908 ～ 1999』（野口徳次展を開く会企画・編集　野口敬
介　2001）／『東京芸術大学百年史　東京美術学校篇　
第三巻』（ぎょうせい　1997）／『昭和期美術展覧会出品
目録　戦前篇』（東京文化財研究所　2006）（三木）

野口駿尾（のぐち・としお）1881 ～ 1946　 
　1881（明治 14）年東京に生まれる。1901 年東京美術学
校日本画科卒業。1906 年フランスへ留学し、室内装飾を
学んで帰国。1908 年前田侯爵家の本郷にある邸の洋館の
室内装飾を依嘱される。また、1910 年明治天皇前田邸行
幸に際し、画商林忠正がフランス滞在中に収集した 300
点を超える絵画のなかから、邸を飾る作品を黒田清輝と
ともに選定する作業に従事した。1911 年国華社と並んで
日本・東洋美術史研究の一翼を担ってきた審美書院の設
立当初からの幹部一同が事業不振の責めを負って退陣し
た後、主幹の一人として運営を引き継ぐ。1916 年日本の

「南洋群島」占領に刺激され、海軍御用船「吉野丸」に乗
船してマリアナ、カロリン、マーシャルの各諸島を巡行
した。1917 年その成果を前南洋群島防備隊司令官海軍中
将東郷吉太郎題歌挿入の画集『椰子の下風』として刊行
した。同画集に挿入された第 36 図の「ヤツプ島アバイの
装飾画」は石版印刷。1930 年代前半に審美書院の六代目
社長となるが、経営に不案内だったため、星岡茶寮の会
員だったことが縁で知り合った便利堂四代目社長の中村
竹四郎を常務取締役（兼任）に迎え、この出版社を経営
した。ちなみに日本窒素肥料（現・チッソ）を中心とす
る日窒コンツェルンを一代で築いた野口遵は実兄であり、
遵の親族が審美書院の筆頭株主となっていた。1943 年 5
月日本版画奉公会が結成、会員名簿に「京橋区銀座西三
ノ三審美書院／野口駿尾」と記載されている。野口によ
る版画の実作は見当たらないが、高度な複製木版を図版

掲載してきた審美書院の社長としての加入であったと推
定される。洋画家の南政善は娘婿にあたる。【文献】村角
紀子「審美書院の美術全集にみる「日本美術史」の形成」『近
代画説』8（1999）／『美術家たちの南洋群島展図録』（町
田市立国際版画美術館ほか　2008）（滝沢）

野口久雄（のぐち・ひさお）
　東京府下野方の沼袋にあった日本印刷学校の版画研究
会は「常に印刷に関はってゐる関係上、石版、銅版など
復興的な仕事をやってゐますが、創作の上にもいゝ作品、
作者が現れることゝ信じます」という思いで、『日本印刷
学校　創作版画作品集』を発行する。その第 2 輯（1932.3）
に《カナカの女》を出品。『版画 CLUB 』第 4 年 3 号（1932.3）
の「新刊紹介」において、評者藤森静雄はこの作品集を
高く評価し、野口の作品についても「全体に受ける色調
や量感から大変よいものを感じる」と感想を記している。
野口はこの『日本印刷学校　創作版画作品集』の前後に、
詩集『白露』（希望社出版部　1931）と詩集『遍路』（美
術総合研究所　1933）を上梓。1931 年当時、東京府下野
方沼袋 112 に在住。なお、「日本印刷学校」は社会教育者
であり社会運動家の希望社・後藤静香が勤労教育実践の
ために印刷技術者の養成学校として設立したもの。【文献】

『日本印刷学校　創作版画作品集』2 ／「勤労女学校や印
刷学校も設立した希望社の後藤静香」（インターネット検
索『神保町系オタオタ日記　2016-09-23』）（加治）

野口三四呂（のぐち・みよろ）1901 ～ 1937　
　1901（明治 34）年 12 月 12 日静岡県田方郡三島町に生
まれる。本名は三四郎。和紙を重ね貼りして作る創作人
形「三四呂人形」の作者として知られる。地元の小学校
を経て、1914 年に静岡県立韮山中学校に入学するも、2
～ 3 年で中退。その後の足取りははっきりしないが、東
京や京都で写真館の見習いや映画の撮影に関わっていた
という。また、遺された 1929 年のデッサンなどから判断
すると絵画もかなり勉強していたようである。1928 年頃
から東京の三越（日本橋）の早撮り写真の技師として勤
務。1929 年に開かれた朝鮮博覧会（9.12 ～ 10.31　京城　
主催：朝鮮総督府）の自動写真撮影館の技師として三越
から派遣され、博覧会終了後は 1 カ月ほど朝鮮半島を旅
行し、多くのデッサンを遺す。帰京後、三越を辞め、翌
年にかけて埼玉県大宮に住む木彫家根橋佑宗の下で彫刻
の手伝いをしながら張り子人形の制作を始める。1930 年
入野しげと結婚。この頃から人形の制作を本格的に始め、
山田徳兵衛の勧めで 1931 年の第 1 回童宝美術院展（2.20
～ 26　日本橋・三越　主催：童宝美術院）に出品。その
後も毎年出品したという。また、この年（1931）東京の
笹塚に写真館を開業。この頃は人形制作と共に木版画も
手掛け、1932 年の第 9 回白日会展に《車庫風景》、第 2 回
日本版画協会展に《窓辺風景一》《窓辺風景二》が入選。
また、前年の第 8 回白日会展に入選した《静物》も木版
画であった可能性が高い。その後も、料治熊太の主宰す
る『版芸術』第 9 号全日本版画家年賀状百人集（白と黒
社　1932.12.1）に《年賀状》、『白と黒』第 32 号郷土玩具
創作版画集（1933.2.1）に《九州五島鯨》、『版芸術』第 18
号（1933.9.1）に《鯨》を発表したが、人形制作に専念す
るためか、この頃を最後に版画展や版画誌への発表を止
めている。1934 年には野口光彦・堀柳女・鹿児島寿蔵と
人形美術団体「甲戌会」を結成し、新しい人形の創作を
目指して、仲間たちと積極的に交流。1934 年 6 月に妻（25
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歳）、翌 1935 年 5 月に長女（3 歳）を亡くし、笹塚の写真
館をたたむなどの不幸が重なったが、1936 年の第 1 回綜
合人形芸術展（6.26 ～ 7.3　日本橋・白木屋　主催：人形
芸術院）に《水辺興談》を出品し、最高賞の「人形芸術
院賞」を受賞。新進の創作人形作家として高い評価を受
けた。その後、結核が悪化し、長男を連れて帰郷。1937（昭
和 12）年 2 月 22 日静岡県三島で逝去。4 月には旧友たち
により「故野口三四郎君遺作展」（4.7 ～ 8　三島・丸福呉
服店）が開かれ、人形 55 点と朝鮮旅行中のスケッチ・自
画像などの他、風景及び静物の版画 7 点が出品された。

【文献】『三四呂人形―野口三四郎の芸術―』展図録（三
島市郷土資料館　2005）／『昭和期美術展覧会出品目録
戦前篇』（東京文化財研究所　2006）／『創作版画誌の系譜』

（三木）

野口利太郎（のぐち・りたろう）1887 ～ 1977
　1887（明治 20）年和歌山県西牟婁郡田辺町南新町に生
まれる。号は「京不見」（きょうふけん・きょうみず）。東京・
大阪の陶器店で丁稚奉公ののち、家業の陶器商を継いだ
が、観賞石である「古谷石」の製作者としても全国の愛
石家の間では知られた存在であり、1935 年 11 月に「紀
州古谷石展覧会」（日本橋・三越）を開催し、古谷石の名
を高めた。また、田辺の墨匠鈴木梅仙の製墨の蒐集者・
研究者としても著名であった。若いころから俳句を始め、
河東碧梧桐の直門であったが、1932 年頃から和歌（アラ
ラギ派）に転じたという。歌人・詩人・画家・学者との
交際も多かったが、特に南方熊楠を敬愛し、熊楠没後も
南方側近として、熊楠の顕彰に尽力した。版画は、1925
年 12 月に洋画家原勝四郎と「版画展覧会」（中旬　田辺・
会場不明　主催：田辺詩話会）を開催し、木版画《陶師
われに土あり、日輪あり》などを出品したが、二人で約
30 点の出品であった。また、細尾しげる『蒼天に伸びる』

（田辺詩話会出版部　1930）と小山邦松編『句集　花蜜柑』
（紀伊新報社　1935）に木版による挿画があり、野口の追
悼号である『くちくまの』第 34 号（1977.8）には、《山の
薬師の願とき》《海蔵寺》（共に制作年不明）の図版が掲
載されている。1976 年には、長年にわたる地方文化への
貢献を評価され、第 7 回田辺市文化賞を受賞した。1977（昭
和 52）年 2 月 27 日和歌山県田辺市下屋敷町で逝去。【文献】

「特集　野口利太郎翁追悼」『くちくまの』34（紀南文化
財研究会　1977.8）／『紀伊民報』1925.12.4 付／三谷渉「帰
国後の原勝四郎についてのノート」『和歌山県立近代美術
館ニュース』60（2009.3.31）（三木）

野崎三郎（のざき・さぶろう）
　1928（昭和 3）年か、木版画による「東京百景」を計画
する。翌 1929 年 1 月の第 9 回日本創作版画協会展に《五
反田（東京百景ノ内）》《神田駅（東京百景ノ内）》が入選。
1930 年には中島重太郎の主宰する版画誌『きつつき』第
2 号（創作版画倶楽部　9.20）に《京橋際》を発表。1931
年の第 1 回新興版画会展（6.21 ～ 25　新宿・三越、大分
展：8.5 ～ 6　大分市竹町・丸吉）に《四谷駅》《だりや》
が入選。展評には「両三年前より東京百景の作者である
のでもつと多数の風景を見せて欲しかつた、花は初めて
の試みらしい」（きつつき一会員「新興版画第一回展覧会
批評」『版画 CLUB』3 － 1）とある。同年 10 月に個展（20
～ 25　神田・一ッ橋画廊）を開催し、東京風景〔「東京百
景」〕を中心に 20 点を出品。またこの頃か、『東京百景創
作版画集』第 1 輯（10 枚 1 組）を刊行。収録作品は《荒

川放水路》《本郷理化学研究所》《虎の門》《大井町》《築地》
《新宿裏町》《数寄屋橋》《月島》《丸の内》《野方町》と表
紙の《日本橋》であった。【文献】『第一回新興版画会出
品目録』（1931）／『版画 CLUB』3 － 1、3 － 5、4 － 3（1931.8・
12、1932.4）／『郷土図画』1 － 5（1931.10）／『大正期
美術展覧会出品目録』（東京文化財研究所　2002）／『創
作版画誌の系譜』（三木）

野崎新右衛門（のざき・しんうえもん）1911 ～没年不詳
　1911（明治 44）年三重県飯南郡松阪町に生まれる。川
端画学校洋画科、春陽会洋画研究所に学ぶ。石版画を得
意とし、1938 年の第 16 回春陽会展に《アトリエにて》《或
る男の像》《顔》が初入選。また、同年の第 2 回造型版画
協会展にも《裸女》《裸女立女》《女》《男の像》が入選し、
新版画家賞を受賞。恩地孝四郎に、「野崎新右衛門君の石
版は濶達な技風で対象を強く表出することを覗つて快適
ではあるが、も一つ踏み込むべきであつて、そうなれば
当然もつと明確になる」（「展覧会評　造型版画第二回展」

『みづゑ』400）と評されている。翌 1939 年も第 17 回春
陽会展に《男の顔》《室内》《家の風景》《風景（一）》《夜
の街》《群像》《婦人像》、第 3 回造型版画協会展に《室内》

《風景》《立てる男》《少女》《群像》を出品したほか、第 1
回聖戦美術展に《戦線に居るＡ君》、第 3 回新文展に《室内》
を出品。続く 1940 年は第 18 回春陽会展に《風景》《盲人》

《ビヤホール》《少女》《ビヤホールにて》、紀元 2600 年奉
祝美術展に《客席》を出品。1941 年からは春陽会展への
出品のみとなり、第 19 回展（1941）に《二人の女》《客席》

《裸婦》《帽子の男》《月夜》、第 20 回展（1942）に《ある男》
《裸婦（一）》《風景》《室内》《少女立像》、第 21 回展（1943）
に《婦人像》《少女（1）》《客席》《二人像》を連続して出
品した。1944年頃は東京都浅草区象潟町に住む。【文献】『造
型版画協会第二回展目録』『造型版画協会第三回展目録』

（1938・1939）／『みづゑ』400（1938.6）／『現代美術家
総覧』（美術年鑑社　1944.3）／『昭和期美術展覧会出品
目録　戦前篇』（東京文化財研究所　2006）（三木）

野澤岩蔵（のざわ・いわぞう）1890 ～ 1963
　1890（明治 23）年栃木県河内郡姿川村に生まれる。
1906 年姿川尋常高等小学校を卒業後、同校で教諭助手と
して働きながら、本科正教員免許取得を目指し、猛勉強
をする。1907 年検定試験に合格。その後の勤務する学校
は不明であるものの、1923 年には姿川尋常高等小学校に
赴任し、篠崎喜一郎・岩上清三郎ら版画誌『村の版画』
の同人たちとなる先生らと知り合い、1925 年の創刊に参
加する。同誌は第 7 号（1926.1）で休刊状態になった後、
1929 年 1 月に 8 号が復刊するが、創刊号（1925.1）に《村
の社》を発表したのをはじめとして、11 号（1930.7）の

《ギバウシ》まで、毎号作品を発表し続けた。その間、野
澤は姿川第一尋常小学校に赴任。1934 年頃から始めた考
古学の調査・発掘に没頭し、1949 年には教員を退職し、
1952 年に『関東先史考古図譜』を編纂。その後『郷土』『先
史考古図』を上梓する。『村の版画』への発表をやめてか
らはほとんど版画制作を行っていなかったが、この図譜
のほか著書には、自身で制作したと思われる土偶などの
版画が挿図として掲載されている（未見）。なお、調査・
発掘した考古学資料のコレクションは、1960 年に宇都宮
市重要文化財に指定されている。1963（昭和 38）年に逝去。

【文献】『版画をつづる夢　宇都宮に刻まれた創作版画運
動の軌跡』展図録（宇都宮美術館　2000）／『創作版画
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誌の系譜』／「考古学部門活動記録」（インターネット検
索『栃木県立博物館公式ブログ』　2017）（加治）
　
野澤重治（のざわ・しげはる）
　川上澄生が英語教師をしていた栃木県立宇都宮中学校 5
年に在学中、廃刊となっていた同校生徒発行の版画誌『刀』

（1928 ～ 1932）を再刊しようと鈴木嘉壽・小松行高ら当
時の 5 年生が中心となって版画誌『刀　再版』（1940 ～
1941）を創刊する。その第 3 号（1941）に《郊外》を発表。

【文献】『創作版画の川上澄生』展図録（鹿沼市立川上澄
生美術館　2002）／『創作版画誌の系譜』（加治）

野島貞政（のじま・さだまさ）
　北海道名寄中学 3 年生在学中、西田武雄主宰の日本エッ
チング研究所の機関誌『エッチング』第 91 号（1940.6）
に里山を描いたセルロイド版作品が掲載されている。当
時、名寄中学校には版画教育に熱心な教諭松田操がおり、
松田自身版画制作を行なう一方で、図画教育の一環とし
て生徒に銅版画技法の指導を行っていて、その様子を講
習会の受講記や随筆などとして『エッチング』誌に投稿
していた。野島も松田先生の指導を受けて制作を行った
もの。【文献】松田操「名寄講習日記」『エッチング』70

（1938.8）／『エッチング』91（加治）

野添政治（のぞえ・まさじ）1911 ～没年不詳
　1911（明治 44）年の生まれ。京都市立第二工業学校陶
磁器科を卒業。河合卯之助に師事する。1930 年の第 1 回
京都工芸美術展の出品は、目録未確認のため不明である
が、1931 年の第 2 回展に《呉須絵花瓶》、1932 年の第 3
回展に《タンポゝ文花瓶》が入選。その後も第 7 回展（1932
最終展）まで出品したと考えられ、時期は不明であるが
京都工芸美術協会の会員になっている。また、1932 年の
第 13 回帝展にも《タンポポ文花瓶》が入選した。版画は、
1929 年の第 1 回京都創作版画会展（2.1 ～ 5　京都・大丸）
に木版画《山科風景》《蹴上風景》《工場》《ダリア》、第
2 回展（会期不明　1932 か）に《図書館》《一輪草》《風
景》を出品。1944 年頃は京都市東山区清水 1 丁目に住む。

【文献】『第二回京都工芸美術展覧会出品目録』『第三回京
都工芸美術展覧会出品目録』（京都工芸美術協会　1931・
1932）／『創作版画・古版画展覧会目録』（京都創作版画
会　1929）／『現代美術家総覧』（美術年鑑社　1944.3）
／岡田毅「京都における創作版画運動の展開」『〔京都府
総合〕資料館紀要』12（1984）／『昭和期美術展覧会出
品目録　戦前篇』（東京文化財研究所　2006）（三木）

野田九浦（のだ・きゅうほ）1879 ～ 1971
　近代日本画家、挿絵でも知られ、画塾「煌土社」主宰。
1879（明治 12）年 12 月 22 日、東京市下谷区上根岸に生
れる。名は道三。父親の転勤に従い幼少期を函館で過ご
す。1895 年寺崎廣業に師事し、その画塾に学ぶ。翌 1896
年東京美術学校日本画科選科に入学するも、1898 年の
美術学校騒動により師とともに退学。日本美術院の研究
生となる。同年（1898）正岡子規に俳句を学び、白馬会
研究所で黒田清輝に洋画を学び、フランス語の勉強をす
る。和田三造らの版画誌『LS』（長野建吉編集　LS 会　
Ⅰ・Ⅱ　2 冊　1905.7・8）に「野田道三」の名で同人と
なり作品を発表。1903 年以降は美術誌『研精画誌』編集
に従事。1907 年第 1 回文展では日本画《辻説法》で二等
賞受賞し、文部省買い上げとなる。同年に大阪朝日新聞

社に入社（1917 年退社まで）し、朝日新聞連載の夏目漱
石「抗夫」の挿絵を担当。1917 年に赤松麟作・水島爾保
布・幡恒春・永井瓢齊と木版画集『阪神名勝図絵』（金尾
文淵堂）を刊行し、《大和田》《蘆屋》《三の宮》《青谷》《三
田》《能勢》の風景を担当した。1924 年には帝展審査員、
この年に吉祥寺に転居、ただしアトリエは上根岸にあっ
て通う。1931 年刊の『日蓮聖人御伝木版画』『日蓮聖人全
影』（六百五十遠忌報恩記念出版刊行会）の版画を結城素
明 ･ 川崎小虎・池上秀畝・小堀鞆音・木村武山・吉村忠
夫・磯田長明等と担当。1937 年文展審査員。1947 年に帝
国芸術院会員。1948 年に金沢美術工芸専門学校（後の金
沢市立金沢美術工芸大学）教授。1949 年には日展常任理事。
1965 年には勲三等瑞宝章授章。1971（昭和 46）年 11 月 2
日武蔵野市で逝去（カトリック名、ヨゼフ野田道三）。【文
献】『20 世紀物故日本画家事典』（美術年鑑社　1998）（岩切）

野田習之（のだ・しげゆき） 
　1931 年に朝鮮釜山に移住した清永完治によって発行さ
れた版画同人誌『朱美之集』（1940 ～ 1942）に、朝鮮の
風俗や風景を描いた木版画を発表する。第 1 冊（1940.5）
に《早春》、第 2 冊（1940.8）に《少女の印象》、第 3 冊

（1940.12）に《鉢里面》、第 4 冊（1941.9）に《仁王門の踊
声》、第 5 冊（1942.8）終刊号に《石窟庵十二面観音》を
発表。また、その頃仁川府浜町に移住していた佐藤米次
郎が青森の夢人社から発行した『趣味の蔵書票集』第 5
回（1940.11）には蔵書票《卦文様》を発表する。朝鮮総
督府朝鮮美術展第 16 回（1937）から第 23 回（1944）ま
で工芸部門に出品。当時の住所は釜山府富民町 3 － 10。
戦後は染色家として活動。【文献】「第 2 回会員名簿」『朱
美通信』2（〔1940.8〕）／『緑の樹の下の夢－青森県創作
版画家たちの青春展』図録（青森県立郷土館　2001）／「辻

（川瀬）千春「植民地期朝鮮における創作版画の展開（5）
－釜山における清永完治と日本人の趣味家ネットワーク
による創作版画誌『朱美』の刊行について－」『名古屋大
学博物館報告』32（2017）」／『創作版画誌の系譜』（加治）

野田孝之（のだ・たかゆき）
　西田武雄主宰の日本エッチング研究所の機関誌『エッ
チング』第 34 号（1935.8）に《東京駅》と題した銅版画
を発表する。また『エッチング』第 46 号（1936.8）に銅
版画《駅》が「東京　野田」の署名で掲載されている。【文
献】『エッチング』34･46（加治）

野田稔昌（のだ・としまさ）1909 ～没年不詳
　1909（明治 42）年長崎県に生まれる。もとは詩人であ
り、具体的には不明だが、大正末に「文学に対する弾圧」
から謄写印刷業をはじめた。1938 年頃に工房「野田謄写堂」
を構え、「美としての孔版の確立」と「文化の源泉を孔版
印刷によって普及確立」することを目標に、戦後も孔版
技術研究会を創立して活動を続け、1946 年より謄写版に
よる『詩と孔版　風』を刊行。1948 年に、展覧会や座談
会、研究会、技術指導会の開催、資材の分譲、工房の開放、
機関誌発行を目標に「佐世保謄写人クラブ」を結成した。
若山八十氏によれば、のちに東京へ居を移し、そこで没
したという。【文献】黒水武夫編『後塵録』（日本謄写美
術協会　1947）／若山八十氏「『孔版』と個人誌づくり」『ガ
リ版文化史』（新宿書房　1985）／『詩と孔版　風』14（紅
桃社 風発行所　1948.5）（植野）



73 ｜

野田英夫（のだ・ひでお）1908 ～ 1939
　1908（明治 41）年 7 月 15 日カリフォルニア州サンタク
ララ郡アグニューに、日系移民の子として生まれる。米
名はベンジャミン。日本で教育を受けるため、姉ととも
に熊本の伯父の家に預けられる。1926 年旧制熊本中学を
卒業、アメリカ市民権が切れる前に単身渡米し、オーク
ランドのピドモンド・ハイスクールに入学。美術クラブ
に所属し油絵を学ぶ。1929 年同校を卒業し、カリフォル
ニア大学付属美術専門学校に特待生入学する。働きなが
ら学校に通い、壁画制作のために訪れていたディエゴ・
リベラの助手をつとめた。1931 年ニューヨークのアー
ト・ステューデンツ・リーグ教授のアーノルド・ブラン
チに招かれて美術専門学校を中退、リーグに入る。リー
グ先輩の山崎近道、鈴木盛とウッドストックで共同生活
する。同地で国吉康雄・石垣栄太郎らに出会う。1932 年
ウッドストック・アート・ショーでウッドストック協会
賞、サンフランシスコ美術協会展でマリア・ストーン賞
を受賞する。この年アメリカ人ルース・ケルツと結婚し
ニューヨークに住む。この時期にリトグラフ作品の《少
女像》（1932）を制作しているが、版画制作の経緯、全体
は未詳。1933 年リベラと再会しロックフェラー・センター
の壁画制作を手伝う。また、この頃共産党のプロパガン
ダ機関である革命的作家集団「ジョン・リード・クラブ」
に通い始めた。1934 年第 2 回ホイットニー・バイエニア
ルに出品し作品が買上げられる一方で、政府雇用促進局

（WPA）の仕事でシビック・センター内に壁画を制作し
た。またニューヨーク壁画連盟会員となってエリス島移
民入国管理局の壁画を制作し始めたが、この年末に突然
訪日する。この頃より本格的にアメリカ共産党の諜報活
動を始めたとされる。1935 年銀座の青樹社画廊で個展を
開催、第 22 回二科展にも《帰路》《夢》を出品して日本
画壇にデビューする。1936 年ニューヨークに戻る。1937
年母校のハイスクールの壁画を制作後、ヨーロッパ経由
で再来日。第 2 回新制作派協会展に《サーカス》など全 6
点出品し、会員となった。1938 年、来日したルース夫人
や新制作派協会会員らと長野県野尻湖に避暑に出かける
が、体の変調を訴えて東京の病院に入院、1939（昭和 14）
年 1 月 12 日東京で逝去する。同年 11 月開催の第 4 回新
制作派協会展で遺作室が設けられ 22 点が展示された。東
京藝術大学教授を務めた版画家の野田哲也は甥にあたる。

【文献】窪島誠一郎『漂泊―日系画家野田英夫の生涯』（新
潮社　1990）／『アメリカに生きた日系人画家たち展図録』

（東京都庭園美術館編　1995）／『アメリカの中の日本　
石垣栄太郎と戦前の渡米画家たち展図録』（和歌山県立近
代美術館　1997）（滝沢）

野田道三（のだ・みちぞう）➡野田九甫（のだ・きゅうほ）

野津佐吉（のづ・さきち）1907 ～没年不詳
　1907（明治 40）年島根県松江市に生まれる。島根県立
工業学校修道館を卒業。その後、日本大学に学び、時期
は不明であるが文部省教員検定試験にも合格している。
1930 年代は東京の小学校に手工科教員として勤務してい
たと思われるが、公募展へも積極的に出品し、1932 年の
第 7 回国画会展に木版画《風景》、第 2 回日本版画協会展
に《松江風景》が入選。翌年も第 8 回国画会展に《風景》
が入選した。1935 年には勤務校であった深川の八名川小
学校に西田武雄を招き、6 年生を対象としたエッチング講
習会（6.7 ～ 8）を開催。その時に制作したエッチング《〔日

本橋〕》は『エッチング』第 33 号（1935.7.15）に図版と
して紹介された。その後も、1939 年の第 14 回国画会展に

《風景》が入選。また、平塚運一の主宰する「きつつき会」
の版画集『きつつき版画集』昭和 17 年版（1942.8.25）に《風
景》、昭和 18 年年版（1943）に《ゆかた着の女》を発表。
1943 年の「日本版画奉公会」の結成にも参加した。戦後
も小・中・高校の教員として美術を教えたほか、東京藝
術大学美術学部（非常勤講師　1968.4 ～ 1970.3）・東京大
学教育学部・東京教育大学などで美術工芸教育法・教育
実習などを担当している。公募展への復帰は 1947 年の第
21 回国画会展からで、同展に出品した《山上春色》で褒
状を受賞。1949 年の第 23 回展で国画会版画部会友に推挙
されたが、1962 年 1 月に退会。また、1951 年には日本水
彩画会会員になっている。【文献】『昭和期美術展覧会出
品目録　戦前篇』（東京文化財研究所　2006）／『エッチ
ング』32・33 ／『原色　浮世絵大百科事典』10（大修館
書店　1981）／『創作版画誌の系譜』（三木）

野中榮吉（のなか・えいきち）
　油彩画を手掛け、1929（昭和 4）年の第 4 回国画会展に

《花》が入選。翌 1930 年には第 5 回一九三〇年協会展に《本
の静物》、第 17 回二科展に《花》が入選。二科展へはそ
の後も、第 19 回展（1932）に《海の風景》、第 20 回展（1933）
に《風景》、第 21 回展（1934）に《ベランダ》を出品。
またその間、1932 年に田坂乾らと「青丹会」を結成し、
第 1 回展（10.26 ～ 30　銀座・紀伊國屋）を開催。翌 1933
年から 1934 年にかけて文化学院専修科に在籍したが、エッ
チングなどはこの時に学んだようで、西田武雄が指導し
た「文化学院第 1 回講習会」（1933.10.2 ～ 7）に参加。第
2 回講習会（1933.11.20 ～ 26）も参加したと思われ、『エッ
チング』14（1933.12）には 2 点の銅版画の図版が掲載さ
れている。1934 年 3 月文化学院専修科修了。11 月の文化
学院美術・工芸展（21 ～ 23　日本橋・高島屋）に卒業生
として油彩画《五月》を出品した。版画は、1935 年の第
4 回日本版画協会展には石版画《花》《海》、1940 年の第 1
回日本エッチング展に《ボート図》を出品している。なお、

『資生堂ギャラリー七十五年史　一九一九～一九九四』（資
生堂企業文化部編　1995）では、自由美術協会会員の馬
場頴三（ばば・えいぞう）を野中と同一人とする。【文献】

『大正期美術展覧会出品目録』（東京文化財研究所　2002）
／『昭和期美術展覧会出品目録　戦前篇』（東京文化財研
究所　2006）／『エッチング』12・13・14・96 ／『創作
版画誌の系譜』（三木）

野中重吉（のなか・じゅうきち）1909 ～ 1936 
　1909（明治 42）年 1 月愛媛県宇和島市袋町に生まれる。
関東大震災で帰郷（1923.9 ～ 1925. 春）していた畦地梅太
郎を知り、触発され画家を志す。1928 年宇和島商業学校
を卒業し、上京。小林萬吾の指導する同舟舎洋画研究所
に学ぶ。また、畦地の紹介で平塚運一を知る。1929 年 3
月の第 16 回日本水彩画展に木版画《南千住風景》が入選。
藤森静雄は、「野中重吉君の「南千住風景」は極小品であ
るが全体としてほがらかさと底力を気持よく思つた。又
省略による表現が相当によくきいて居る様であつた。石
垣など殊にその感があつた様に思ふ。只前景に多少わざ
わいした残痕があつた様である」（「日本水彩画展版画小
感」『版画 CLUB』1 － 2）と評している。同年、日本美
術学校に入学し、大久保作次郎に学ぶ。12 月の日本美術
学校第 11 回展（1 ～ 5　有楽町・朝日新聞社画廊）に木
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版画《甲州風景》を出品。1931 年 4 月の第 6 回国画会展
に油彩画《曇り日梅林》、6 月の第 1 回独立美術協会展に
油彩画《港風景》が入選。1932 年日本美術学校を卒業。
卒業後は、築地小劇場や地球座で舞台装置を制作するな
ど演劇にも関係したが、病を得て 1934 年 4 月頃に帰郷。
郷里では図案・広告美術を扱う「トータス社」を設立し
たほか、俳句雑誌『なめとこ』（1935.6 創刊か、未見）に
版画と俳句（俳号は「木片」）、「南豫時事新聞」に「新宇
和島百景」（画・野中、文・編集局同人、連載は没後も継
続されたが 61 景までか）のスケッチを発表。また、会期
などは不明であるが、3 回の個展を開催した。1936（昭和
11）年 4 月宇和島市役所税務課に勤務するも、病に倒れ、
6 月 7 日同地で逝去。その後、6 月 15 日付の「南豫時事新聞」
に大久保作次郎の追悼談話（畦地梅太郎記）、冬日荘主人・
平塚運一・伊藤善二郎・宇治原草石らによる追悼文が掲
載され、26 日に「故野中木片君追悼俳句会」（袋町・野中
魚店　主催：なめとこ発行所）が開かれた。また、東京
でも 7 月 7 日に大久保・平塚・畦地らによって追悼会（丸
の内・マーブル）が開かれている。その後、遺作集が計
画されたのか、畦地の毛筆メモのある『野中重吉氏遺作
集見本』（単色木版画 9 点入）が遺こる。【文献】『新宇和
島百景』（私家本　野中峻　1989.12）／三輪田俊介「畦地
さんが宇和島湾を眺めた頃」『畦地梅太郎展』（町田市立
国際版画美術館　2001）／和南城愛理「畦地梅太郎と三
人の画家―野中重吉・小林朝治・萩原吉二」『町田市立国
際版画美術館紀要』6（2002.3）／『日本水彩画会第十六
回展覧会目録』（1929）／『版画 CLUB』1 － 2・2 － 1（1929.5・
1930.1）／『昭和期美術展覧会出品目録　戦前篇』（東京
文化財研究所　2006）／『野中重吉氏遺作集見本』（『版
画堂』カタログ 61（2004.5）収録）（三木）

野長瀬晩花（のながせ・ばんか）1889 ～ 1964
　1889（明治 22）年 8 月 17 日和歌山県西牟婁郡近野村近
露に生まれる。本名は弘男。1903 年近野尋常小学校を卒
業し、大阪の日本画家中川蘆月塾に入門。1907 年京都の
谷口香嶠塾に移る。1909 年新設された京都市立絵画専門
学校別科に入学。1910 年第 15 回新古美術展に《先生に見
られて》を出品し、四等賞を受賞。翌 1911 年に退学。同
年の第 16 回新古美術展に《被布着たる少女》を出品し、
三等賞を受賞。その後、反官展の姿勢を示し、個展など
で作品を発表。1918 年国画創作協会の旗揚げに参加。第
1 回展に《初夏の流れ》、第 2 回展（1919）に《休み時》、
第 3 回展（1920）に《夕陽に帰る漁夫》を発表するなど、
日本画壇に新風を吹き込んだ。1921 年から翌年にかけて
渡欧。1928 年の国画創作協会解散後は、次第に中央画壇
から離れたが、1946 年には疎開先であった長野県屋代町
で地元の画家・歌人らと「白炎社」を結成。1952 年の第
10 回展まで出品し、地元の文化運動にもかかわった。版
画は、大阪の柳屋画廊から 1921 年 12 月から翌年 3 月に
かけて販売された《吉例柳屋宝船》（50 銭）がある。1964

（昭和 39）年 3 月 31 日東京都狛江市で逝去。【文献】『美
術と文藝』19・白連の巻（柳屋画廊　1921.12）／『国画
創作協会の全貌』（光村推古書院　1996）／『野長瀬晩花展』
図録（熊野古道なかへち美術館・田辺市立美術館　2008）

（三木）

野々垣勇吉（ののがき・ゆうきち）
　青森で佐藤米次郎や関野凖一郎らが青森創作版画研究
会・夢人社から版画誌『陸奥駒』（1933 ～ 1935）を創刊する。

その第 16 集（1934.12）特輯年賀状集に賀状を発表。【文献】
『緑の樹の下の夢－青森県創作版画家たちの青春展』図録
（青森県立郷土館　2001）／『創作版画誌の系譜』（加治）

野原正夫（のはら・まさお）
　1936 年 8 月 27 日、名古屋を訪れた西田武雄を囲む座談
会に出席。長船一雄・浅井紫明らが中心になってこの頃
に結成されたと思われる「名古屋エッチング協会」の会
員に名を連ねる。【文献】『エッチング』47（樋口） 

野間仁根（のま・ひとね）1901 ～ 1979
　1901（明治 34）年 2 月 5 日愛媛県越智郡津倉村に生ま
れる。1919 年上京、川端画学校を経て 1920 年に東京美術
学校西洋画科入学。1923 年の第 10 回光風会展に油絵が初
入選、翌年の第 5 回中央美術展でも初入選（第 6・10 回
展でも入選）。1924 年の第 11 回二科展で《静物》が初入
選した後は主に二科会を活動の場とし、1928 年の第 15 回
展で《夜の床》が樗牛賞、翌年の 16 回展で《ぜ・ふうる
むうん》が二科賞を受けるなど活躍を見せた（1930 年会
友、1933 年会員）。1931 年より佐藤春夫や井伏鱒二、坪
田譲治らと組んだ新聞や雑誌の挿絵でも名高い。版画は
わずかな作例しか知られないが、エッチングを大正期か
ら手がけたと思われ、1940 年 12 月の日本エッチング作家
協会による第 1 回日本エッチング展覧会に《スキーヤー》
を出品。木版画は 1927 年に始めたとする資料もあるが不
詳、戦後の 1949 年に《森の猿》を制作している。1979（昭
和 54）年 12 月 30 日東京都港区にて逝去。【文献】『エッ
チング』96 ／『近代日本版画大系』第三巻（毎日新聞社   
1976）／『野間仁根画集』（三彩新社　1980）／ Helen 
Merritt and Nanako Yamada, Guide to Modern Japanese 
Woodblock Prints : 1900-1975（University of Hawaii 
Press　1992）（西山）

野村　勇（のむら・いさむ） 
　明治期の石版印刷業界誌『虹』第 1 巻 1 号（1908.2）に
石版画《虹交会用短書表図案》、1 巻 7 号（1908.8）に石
版画《獣王》《御安い避暑》、第 1 巻 9 号（1908.10）に石
版画《天長節》《僕の弟妹》を発表。現在『虹』は1－1（1908.2）
～ 3 － 6（1910.6）のうち、17 冊を確認している。終刊は
不明。【文献】『創作版画誌の系譜』（加治）

野村侯三（のむら・こうぞう）1909 ～没年不明
　創作版画家で、小学校教員を経て校長職に至る。1909（明
治 42）年生まれ。1932 年以降、5 回にわたり国展へ油絵
を出品。1941 年新古典美術協会に参加。油絵・版画を出
品し、会友に推薦される。1942 年には同会会員となるが、
1944 年には脱会して「新日本美術協会」を中治武夫・木
俣尭喬・竹村猛児等と組織し、第 4 回展まで銀座で開催
した。1943 年の『エッチング』誌掲載の「日本版画奉公
会会員名簿」に名前あり。1947 年に新構造社展へ版画を
出品。同年秋には二科展へ版画を出品。1948 年に『版画・
ゑばなし　馬と蒸気車』（四六判　兼六館）を出版。東京
都港区立笄（こうがい）小学校の校長在任の 1964 年には、

「版画を通しての」と「版画そのものの教育」を全教職員
とともに構想・企画。具体的に教育カリキュラムを実践し、

『版画を作る領域の系列とその指導・図画工作指導計画』
としてまとめ発行した。【文献】野村侯三「履歴書」『版画・
ゑばなし　馬と蒸気車』（兼六館　1948）／岩切信一郎「戦
後の生活版画－児童の「版画」をめぐって－」『一寸』69（一



75 ｜

寸社　2017.12）（岩切）

野村　覚（のむら・さとる）
　長野県須坂の版画同人誌『櫟』第 3 輯（1934.7）に《飯
山風景》を発表。『櫟』（1933 ～ 1937）は小林朝治が 1933
年に平塚運一を講師に招いて開催した「版画及び図画講
習会」（会場：須坂小学校）を契機に「信濃創作版画研究
会」を立ち上げて創刊したもの。その後、長野県下水内
郡の小学校教師たちが下水内郡手工研究会を組織して発
行した版画誌『葵』（1934 ～ 1938）に参加。第 1 号（1934.9）
に《姉妹》を発表している。【文献】『須坂版画美術館　
収蔵品目録 2　版画同人誌「櫟」「臥竜山風景版画集」』（須
坂版画美術館　1999）／『創作版画誌の系譜』（加治）

野村達二（のむら・たつじ）
　『みづゑ』216 号（1923.2）の「投稿欄」に「獨創と云
ふこと」を寄稿。同号「版画欄」に《〔男の肖像〕》（木版
賀状）の図版が掲載される。【文献】『みづゑ』216 号（1923.2）

（樋口）

野村田鶴子（のむら・たづこ）
　戦前の台湾において、1935 年 5 月に当時台湾日日新報
の記者だった西川満が中心になって結成した「創作版画
会」に参加。同会第 1 回展（1935.10 頃　後援：灣日文藝
部・学校美術社）に《顔》《門》の版画 2 点を出品してい
る（木版と思われるが未確認）。また西川満私刊本の中の
一冊、奥瑪開儼『四行詩集』（矢野峰人訳　日孝山房　
1938）の口絵・挿絵を木版画で制作。西川の回想では、「版
画も新鮮味を出すために、宮田〔弥太郎〕、立石〔鉄臣〕
君とはちがう新人を選んだ。帝大に勤めていた野村田鶴
子さんに三礼した。「木が固くて、彫るのに肩が凝って」
とうら若い女性に怨まれて身の置き場がなかったが、手
彩はわたしがした」とある。当時、台湾帝国大学勤務だっ
たと思われる。【文献】『創作版画展 1』目録（創作版画
会  1935.10 頃）／西川満『わたしの造った限定本』天の
巻（日孝山房私版　1966.6）／西山純子「華麗島の創作版
画－一九三〇年代・台湾－」『千葉市美術館研究紀要　採
蓮』７（2004.3）（樋口）

野村俊彦（のむら・としひこ）1904 ～ 1987
　1904（明治 37）年東京生まれとされる（戸籍との照会
は未確認）。野村家はそもそも信州松本の出身で、父が上
京し事業を起こす。義兄（姉光子の夫）にあたる洋画家・
河野通勢の影響もあり、当時、通勢の友人だった木村荘
八に絵を学ぶようになる。1923 年の関東大震災に遭い、
災害を記録する木版画制作に着手。木村荘八が描く「荒
都図絵の会」を起こし、絵はがきサイズの震災風景『荒
都図絵』シリーズを多色摺（或は墨摺に手彩色）木版画
にする。その彫を担当。同年 11 月頃にはこの『荒都図絵』
第一集を出版。版画活動に入る。翌 1924 年の 20 歳の時に、
日本大学へ入学するも直ぐに中退。河野通勢のアドバイ
スで伝統木版の彫師をめざすことになり、同年 9 月には
彫師宮田六左衛門に入門し修業をはじめる。また同門の
先輩である藤巻充寛（彫秀）にも学ぶ。しかし奉公 5 年
修業のところ 2 年間で中途離脱。木村荘八宅に住み込み
春陽会等の事務手伝をしながら版画制作を続ける。公募
展へは、1926 年の第 4 回春陽会展に木版画《風景》が初
入選。以後、第 5 回～ 14・22 回展（1927 ～ 1936・1944）
に出品。翌 1927 年には第 7 回日本創作版画協会展に《風

景》が入選。以後、第 8・9 回展（1928・1929）に出品。
第 8 回展で会友に推挙された。また、同年（1928）の第 8
回帝展に《片瀬海水浴場風景》が初入選。翌年の第 9 回
帝展にも《高層より見たる丸ノ内》が入選した。1931 年
に結成された日本版画協会へは会友として参加。第 1 回
展に《出を待つ踊り子》《踊り子二人》を出品。翌年会員
に推挙され、その後も第 3 ～ 5 回展（1933・1935・1936）
に出品したが、第 4 回展に出品した《競馬場にて》は珍
しくエッチング手彩色であった。創作版画誌は、1927 年
に洋画家の土屋義郎・久泉共三・横堀角次郎らの原画に
基づき、野村が彫り・摺りを担当した『版画』（創刊号
1927.1 のみ確認、　第 3 号までか）を刊行。続く 1929 年
には宮尾しげを・松村松次郎・旭正秀と『版画』（1929.2
～ 1930.5　5 冊か）を刊行し、第１号（1929.2）に《帝大
風景》、第 2 号（1929.12）に《綱渡り》を発表。中島重太
郎の『きつつき』創刊号（1930.7）にも《ダンスホールに
て》を発表した。また、1931 年に『東京風俗版画集』（東
京風景 8 点）刊行。1936 年 10 月には市ヶ谷駅前に高級喫
茶店を開業、1938 年 8 月には都新聞社へ入社など、版画
では生活できず、様々な仕事に携わる。住まいは 1930 年
には鵠沼海岸に、1932 年には芝区新銭座町に住み、晩年
は横浜市保土ヶ谷区西久保に住む。1987（昭和 62）年 10
月 19 日逝去。【文献】岩切信一郎「版画家・野村俊彦」『東
京文化短期大学紀要』17（2000）／『創作版画誌の系譜』

（岩切）

野村祐基（のむら・ゆうき）
　大分でのはじめての版画講習会が創作版画倶楽部主催、
講師平塚運一により 1931 年 8 月 3 ～ 7 日に大分県師範学
校で開催された。開催を記念して武藤完一は版画誌『彫
りと摺り』（1931 ～ 1933）を創刊する（編集後記『彫り
と摺り』創刊号）。当時、大分県師範学校の学生だった野
村もこの版画講習会に参加した。その作品《椿》が第 1
号（1931.9）に掲載され、第 2 号（1931.11）に《倉庫》、
第 5 号（1932）に《新議院の見ゆる風景》、第 6 号（1932.12）
に《別府駅》を発表している。《倉庫》について、「秋の
麗らかな日のスケッチ、落付のあるところに目を注ぎま
した。物静かなところの対象としてあくまで澄みきった
空に真綿をひきちぎった様な雲が飛んでゐるのを組み合
わせました」と「作者言」に言葉を寄せている。この作
品には「S.N」とサインが入っているが、詳細は不明。【文献】

「創作版画講習会其他版画展等」『郷土図画』1-5（1931.10）
／池田隆代「大分県における創作版画誌」『大分県立芸術
会館研究紀要』1（2002.9）／『創作版画誌の系譜』（加治）

野村芳光（のむら・よしみつ）1870 ～ 1958
　1870（明治 3）年元紀州藩士の家に生れる。14 歳で大
阪在住の初代野村芳国に学び、16 歳の時に二代芳国に師
事し「芳光」を名乗る。1892 年頃、京都に来遊のフラン
ス人画家ジョルジョ・ビゴーに洋画を習い、「パノラマ描
法」を学んだ。版画の代表作は 1930 年の『野村芳光創作
版画　京洛名處』（定価 20 円、限定 200 部）で、版元佐
藤章太郎商店（京都縄手大和橋上ル西側）から発行。『浮
世絵志』第 18 号（1930.6）の掲載広告の「略伝」中には

「野村家は代々画家にて、芳光先生は其第四世たり。初代
は歌川国芳の門人にて芳国と号し、三代まで此画号を継
承す。現代芳光先生は幼きより父祖の薫陶を受け、浮世
絵を学ぶ」とある。また、同掲載広告に『京洛名處』の
題名として、《知恩院鐘楼》《八坂之塔》《伏見稲荷山》《廣
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澤之月》《加茂堤之雪》《高雄秋景》の６点が示されてい
る。しかし実際にはこれだけでなく、加えて、横判《二
條橋より大文字を望む》と、竪判《清水産寧坂通》の出
版が確認され、芳光の『京洛名處』シリーズは今のとこ
ろ 8 点が確認される。1958（昭和 33）年に逝去。【文献】

『京都の近代版画－円山応挙から現代まで－』展図録（京
都市美術館　1986）（岩切）

野呂　匡（のろ・ただし）
　青森での最初の版画誌『緑樹夢』（1930 ～ 1931）に刺
激された青森の若い洋画家たちは、佐藤米次郎の兄佐藤
米太郎を中心に青森創作版画研究会・夢人社を設立。『緑
樹夢』を吸収・合併し、版画誌『彫刻刀』（1931 ～ 1932）
を創刊する。その第 9 号（1932.4）に《夜の雨》、第 10 号

（1932.5）に《春》、第 14 号（1932.9）に《夏の海》を発表
する。青森県師範学校校友会の発行した『郷土』第 1 号

（1933.3）に「謡曲に見る伝説」を執筆しているところから、
青森県師範学校出身と考えられる。1935 年には『海道記
新註』（育英書院）を上梓。【文献】『緑の樹の下の夢－青
森県創作版画家たちの青春展』図録（青森県立郷土館　
2001）／『創作版画誌の系譜』（加治）


